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序

高岡市域においては、現在341箇所もの遺跡が周知されています。これら多くの遺跡で醸成され

た文化は、先祖から代々受け継がれ、現代の高岡市の風土や郷土文化をかたちづくっております。

本市としましては、これら貴重な文化財を今後も保護して参る所存であります。

このたび報告いたしますのは、個人住宅等の建設に伴い平成24年度に実施しました本調査1遺跡

1地区の本報告と、平成25年度に実施した試掘調査28遺跡48地区の概要です。

平成24年度に本発掘調査を実施した越中国府関連遺跡の調査報告では、古代の建物跡から出土し

た遺物や文字資料などを報告しており、越中国府の中で、文書事務を行っていたことがわかる貴重な
どのはしみやた

資料となります。平成25年度の調査では、小矢部川左岸に位置する百橋宮田遺跡にて中世の木組み

の井戸を確認しており、また、越中国府関連遺跡では古代の区画溝の性格を持つ大規模な溝を検出

するなど、貴重な資料を得ることになりました。

本書が郷土における歴史探求や学術研究に活用されれば幸いです。

末尾になりましたが、今回の発掘調査の実施にあたり、ご協力いただきました関係各位、地元の

皆様に、厚くお礼申し上げます。

平成27年3月

高岡市教育委員会

教育長氷見哲正



｛列 Eヨ

1. 本書は、富山県高岡市において高岡市教育委員会が実施した埋蔵文化財発掘調査の概要報告書である。

2. 当調査は、個人住宅の建設等の開発行為に伴い実施したものである。

3. 現地調査は平成25年度に国庫補助金の交付を受けて実施し、これにかかる報告書作成は平成26年度国庫補助

金の交付を受け、高岡市教育委員会が実施した。平成24年度越中国府関連遺跡（牧野地区）については、平

成25年度に概要を報告済みであるが、本書と髄酷がある場合は、本書をもって訂正したものと了解されたい。

4.本書で報告する遺跡ならびに調査地区は28遺跡46箇所である。

5.調査形態は、すべて試掘調査である。

6.調査関係者は以下のとおりである。

3果 長 高田 克宏

課長補佐 富山 尚樹（24～25年度）

主 幹 士1ユノノzペッにト 芳昭（26年度～）

主 査 根津 明義

主 事 田上 和彦

事務員 杉山 大晋（26年度～）

嘱託職員 中野由美子（24～25年度）

江口 雅子（24～25年度）

杉山 大晋（24～25年度）

非常勤職員上坂 哲岨（25年度～）

7.屋外調査は25年度に田上・江口・杉山・上坂が担当し、報告書の編集と写真撮影は整理員の協力を得て、

杉山が担当した。

8.発掘調査及び遺物整理の従事者は次の通りである。 （五十音順）

［現地調査］

石田敏行 小板達朗 高嶋輝雄 畠山行男 馬道弘一

［報告書編集作業】

宮野美重子 山口淳子

9.発掘調査にかかる遺物等の資料は、すべて高岡市教育委員会が一括保管している。

10.現地調査や報告書の作成等は、以下の各氏・機関から指導・協力を得た。

大橋泰夫久々忠義久保智康次山淳鈴木景三西井龍儀古岡英明高岡市立伏木小学校

高岡市立万葉歴史館（五十音順敬称略）

凡例

1.本書に掲載した遺構図の方位は座標北であり、水平基準は海抜高である。

2.本書においては、各遺構に対し、次のような記号を付してその種別を表した。

s A ：柵祉 s B：掘立柱建物 s D：溝状遺構 s E：井戸土ll: s K：土坑
s X ：凹地及び性格不明遺構

3.本書においては、遺物実測図の縮尺のうち、特に記載のないものは土器・陶磁器類等は 1/3、

古代瓦は 1/4で統ーした。その他は遺物番号等に記載している。
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中曽根西遺跡（倉谷地区） 2.第1トレンチ完掘状況

3.第3トレンチ完掘状況

図版 19 遺構写真守山城跡（消防無線地区） 1.第2トレンチ完掘状況

石名瀬A遺跡（市道地区） 2.第1トレンチ完掘状況

3.第1トレンチ須恵器出土状況



図版20 遺構写真 中保B遺跡（坂森遺跡） 1.第1トレンチ完掘状況

下老子笹川遺跡（高田遺跡） 2.第1トレンチ完掘状況

越中国府関連遺跡（山崎2地区） 3.第2トレンチ完掘状況

図版21 遺構写真越中国府関連遺跡（秦地区） 1.第1トレンチ完掘状況

山園町遺跡（柿谷地区） 2.第1トレンチ 遺構断ち割り状況

越中国府関連遺跡 3.第1トレンチ完掘状況

（ホームサポートオダケ地区）

図版22 遺構写真井口本江遺跡（再開発地区4) 1. 2号トレンチ全景

2. 4号トレンチ全景

3. 5号トレンチ全景

図版23 遺構写真 中木津遺跡（市道南側地区） 1.第6トレンチ完掘状況

東木津遺跡（市道地区） 2.第2トレンチ完掘状況

3.第5トレンチ完掘状況

図版24 遺構写真北木津遺跡（金山不動産地区） 1.第1トレンチ完掘状況

江尻C遺跡（高野地区） 2.完掘状況

上野B遺跡（向井地区） 3.第1トレンチ完掘状況

図版25 遺構写真蓮花寺遺跡（松下地区） 1.完掘状況

石堤長光寺遺跡（織田地区） 2.第1トレンチ完掘状況

鷲北新遺跡（あかね会2地区） 3.第2トレンチ完掘状況

図版26 遺物写真

図版34



第1章遺跡の位置と歴史的環境

高岡市は富山県の西部に位置し、県内第2位の人口を擁する。市域は東西約 24.5 km、南北約 19.2 kmに及び、そ

の面積は富山県域の約5切にあたる 209.38 knIを呈する。

地形的には山間部のほか、丘陵部や平野部から成り、北部では日本海の富山湾に面する。平野部は北陸有数の

穀倉地帯を形成し、古くから舟運や海運の発達を促しうる地勢を有した地域といえる。

市内には庄川と小矢部川が所在する。高岡の平野部はこの二河川による複合的な扇状地で形成されているが、

小矢部川左岸では西山正陵とよばれる標高 300mに満たないE陵がつらなり、能登半島の宝達山を主峰とする山間

部に繋がっている。

現在、高岡市では341もの遺跡が周知されており、その分布状況は、山間部のほか丘陵部や平野部に大別できる。

山間部では旧石器時代の遺跡が点在し、縄文時代の遺跡も谷あいの平坦地などで確認されている。 E陵部には古墳

群や中世城館などが密集する。また、古代の北陸道は西山丘陵の山麓線沿いにはしっていたとされる。

平野部には、弥生時代を主体とする集落遺跡として県内有数の規模を誇る石塚遺跡や下老子笹川遺跡、古代にお

ける官街的な遺跡とされる東木津遺跡や中保B遺跡、中世の木舟城の城下町遺跡である石名田木舟遺跡など、県内

の考古学研究史を語るうえでも欠かすことのできない遺跡が集中している。

越中国府関連遺跡では多くの成果があった。平成24年度に本発掘調査を行った牧野地区では、掘立柱建物に関

係する柱穴や士坑から硯や墨書土器などが出土した。勝興寺南東側に建物群が広がることに加え、越中国府の文書

事務に係る貴重な資料を検出した。

小矢部川左岸に位置する百橋宮田遺跡では、中世前半の縦板組の井戸枠が検出された。周辺に遺構は確認できな

かったが、小矢部川が蛇行して形成された微高地に中世の集落が存在していた可能性がある。また、井口本江遺跡

や出来田南遺跡の各地では、主に古代から中世にかけての集落跡が検出された。特に出来回南遺跡は多くの柱穴や

土坑などが見つかっている。

① 越中国府関連遺跡 （柳地区・宮野地区・松原地区・

寺林地区・山本地区・大菅地区・折田地区・山崎2

地区・秦地区・ホームサポートオダケ地区）

② 西佐野千代遺跡 （林地区）

③ 百橋宮田遺跡 （東地区）

④ 石塚遺跡 （戸出高岡線地区）

⑤ 上二上遺跡 （二上・守山統合保育園地区）

⑥ 守護町遺跡 （シーケー金属地区）

⑦ 中木津遺跡 （山本地区）

⑧ 出来田南遺跡 （サカエ金欄1・2地区）

⑨ 井口本江遺跡

（松井地区・市道東側地区・再開発地区4)

⑩ 瑞龍寺遺跡 （車地区）

⑪ 戸出後生寺遺跡 （戸出福祉会地区）

⑫ 下佐野遺跡 （酢谷地区）

⑬ 笹八口遺跡 （中島地区）

⑭ 下老子笹川遺跡

（中野地区・篠島地区・高団地区）

⑮ 中曽根遺跡 （道野地区）

⑮ 中曽根西遺跡 （清水地区・支lj地区・倉谷地区）

⑪ 戸出光明寺遺跡 （脇田地区）

⑬ 守山城跡 （消防無線基地局地区）

⑩ 石名瀬A遺跡 （市道地区）

⑮ 中保B遺跡 （坂森地区）

⑫ 山園町遺跡 （柿谷地区）

⑫ 北木津遺跡 （金山不動産地区）

⑮ 東木津遺跡 （市道地区）

⑫ 上野B遺跡 （向井地区）

⑮ 江尻C遺跡 （高野地区）

⑮ 蓮花寺遺跡 （松下地区）

⑪ 鷲北新遺跡 （あかね会2地区）

⑮ 石堤長光寺遺跡 （織田地区）
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第2章越中国府関連遺跡（牧野地区）発掘調査報告

第1節遺跡概観

越中国府関連遺跡は、庄川河口部に接する河岸段丘上の伏木台地に位置し、古墳後期～中世・近世に至るまで

断続的に集落が確認され、古代においては越中国府が置かれた場所とされる。越中国府の所在は伏木台地にあった

とされ、それがほぼ定説になっている。

越中国庁跡推定地とされている勝興寺の南側一帯は、白鳳時代の瓦が多く採集されており、国庁設置以前に寺

院が存在したとされている。小字名から「御亭角廃寺」と称されるこの寺院は、伊弥頭国造射水臣氏との関連が指

摘されている。越中国庁跡については、勝興寺南接地区において掘立柱建物群が検出されている。また、美野下遺

跡高岡古府庁舎地区では多量の国分寺式瓦や供膳用土器のほか、「侍厨」と聖書された須恵器など国庁周辺施設の

存在を示す遺物が出土している。

戦国時代に入札天正9年（1581）に佐々成政は勝興寺・瑞泉寺を中心とする一向一撲を制圧し越中を支配した。

天正 12年（1584）に成政と守山城を拠点とする神保氏張により勝興寺は現在の地に土地を寄進された。現在の勝

興寺の土塁と堀について、勝興寺移転後に築いたとする説と、天正 12年以前にすでにあったとされる古田府城の

一部を利用したとする説がある。

本調査地点は伏木台地の南東側に位置し旧遺跡名は東館遺跡と呼ばれる。古岡英明氏により古府八幡社境内に

て丸瓦が採集されている。過去の調査として、勝興寺南接地区では古代～中世の掘立柱建物や溝など検出された。

美野下遺跡では遺構の検出はないが、台地上から移動した多量の土器類が出土し、双方とも瓦・高級陶器が存在する。

第2図越中国府関連遺跡（牧野地区）位置図
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第2節 越中国府関連遺跡の歴史的環境

縄文時代

縄文時代の遺構は見つかっていないが、古岡英明氏らが表採した縄文土器や石器がある。縄文土器は中期～後期

に帰属するものが多く、いずれも小破片である。石器は伏木の各台地からの出土が認められ、特に中央台地山麓部

や北台地に多く確認している。磨製石斧を中心に採取され、それらの土器・石器は伏木小学校に保管されている。

古墳時代（5～6世紀）

オダケホーム地区（67～69）では、古墳後期の集落が見つかっている。竪穴住居が 15棟検出され、古墳後期（漆

町編年 14～ 15群）の竪穴住居があり、切り合い関係も見られる。出土遺物は土師器（椀・警・高杯）とミニチュ

ア土器、須恵器がある。周辺の土坑からは、古代の瓦や須恵器が出土しており、古墳時代と古代の2時期で集落が

存在している。伏木台地周辺の古墳は希薄な状況である。越中国府関連遺跡の南側に古府古墳群が周知されている

が、いずれも削平され消滅している（高岡市 1959）。そのうち矢田窪古墳からは、 7世紀を中心とした遺物が出土

しており、前述した古墳時代の集落との連続性がうかがえる。第 20図に伏木台地付近出土の古墳～古代の土器類

を紹介している。

飛鳥時代～古代前半（7～9世紀代）

飛鳥時代から継続している代表例として御亭角遺跡（05・71）が挙げられる。射水市（旧小杉町）小杉丸山遺跡

で焼かれた瓦が多量に出土しており、白鳳期の寺院造営に使用された瓦類と考えられている。その後 10世紀代ま

での遺物が出土しており、性格は不明であるが継続して営みが確認できる。当地では越中国分寺跡から出土する国

分寺系瓦も一定量出土していること、加えて掘立柱建物の柱穴と考えられる遺構が検出されていることから、造営

期のみでなく以降にも瓦を伴う建物などの存在が指摘される。

8世紀中葉以降、古代の掘立柱建物跡や溝等の国府に関係する、大規模で計画的な遺構群が確認される。勝興寺

南接地区（07）や牧野地冨（92・93）では8世紀中葉以降の掘立柱建物群が検出された。その北側に位置する伏木

測候所地区（21・39）においても古代の掘立柱建物が検出されたことから、勝興寺南東部一帯に掘立柱建物を主体

とする官街ブロックの広がりが考えられる。その南側の古府宿舎1・2地区（01・02）では、これらの台地上の遺

構群から流れ込んで堆積した古墳時代から中世までの遺物が多く出土している。

県史跡である越中国分寺跡周辺（44他）においては、灰色で軟質な胎土が特徴的な国分寺系瓦の出土はもちろん、

御亭角遺跡で出土する格子叩き目の瓦が出土している。明確な国分寺に関する遺構は検出されておらず、国分寺域

の範囲も不明である。

古代末～鎌倉時代（10世紀代～ 14世紀代）

下水道国府串岡地区（23）では、平安時代末～中世の土坑や溝が検出されている。また御亭角や能松地区（71)

や牧野地区（92・93）でも遺物が確認できることから、勝興寺周辺に古代後半の遺構・遺物の分布がある。加えて、

気多神社周辺では多くの古代土師器が出土している。宗教関係の遺物や牒仏等の特徴的な遺物も確認できる。

中世（15世紀～）

現在の勝興寺の境内地は戦国時代に築かれた古国府城跡と推定されている。勝興寺周辺の調査区では、非ロクロ

形成の京都系土師器が出土する場合が多い。御亭角・小谷地区（05）や能松地区（71)などで多く出土しており、

現存する土塁や壕などと合わせて、中世城郭やその周辺の集落の状況を示している。また、中世土師器皿や瓦質土

器など、県立伏木高等学校付近や気多神社周辺の寺山遺跡で表採資料が確認されている。台地北部においての開発

の痕跡は、遺物からは確認できるが、明確な遺構の検出はない。

文献等資料
わみょうるし、じゅうしよう

越中国府に直接関係する明確な史料は少なく、一例を挙げれば『倭名類緊抄』に記載された「国府在射水郡行程

上十八日下八日」とある。そのほか、天平 18(7 46）年から天平勝宝3 (751)年に越中国司として赴任した大伴

家持が残した万葉集に収録された 325首に、執務や生活の中心で、あったと考えられる国府周辺の風景が読み込まれ

る。また第4図に示したように、国府の施設に関連する字名が確認できる。
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No! 地区 ｜記号｜ 所在地

01 I百府宿舎1 I T剛 li伏木古府2丁目67番地
02 ！古府宿舎2 ! T剛 1i伏木古府2丁目67番地
面寸蕗属専示亙裏 T F2i氏示言面府白蚕
04 I国分寺北接 I F3i伏木一宮2丁目。5十御亭角・小谷 （ ー｜伏木古府2丁目
06 11国分寺東側l F51伏木一宮1丁目。7I勝輿寺南接 • F61伏木古府2丁目
os I勝興寺南側1 . F71伏木古府2丁目
09 I勝興寺西側 I FSI伏木古府2丁目
10 I万葉歴史館 I F91伏木一宮1丁目
11 I勝興寺北接 I FlOI伏木古国府17番
12 I妙法寺 I Fll I伏木古国府12番
13 I矢田安太郎 I FlZ I伏木古国府

1土L勝興三子声倒2 l一一F13_肱木古府2丁目
15ト坂口幸夫 I F14T伏禾一宮TI百
16 I松谷二郎 I F15 I・伏木宮1丁目
17 I立野二郎 I F16I・伏木一宮1丁目
1s I栗田喜代治 I Fl 71伏木一宮2丁目
I 19 向一次 I F18伏木一宮2丁目
口5晴扇歪億一一一一一一一－1－百5明末二百TT肩
21 ！伏木側候所 I F20伏木古国府12 5 
2? i芹沢貢 I F21，伏木一宮2丁目
23下水道古府串岡 ! FZZI伏木古府2丁目

_1i_盟主旦童讐 i i伏本東一て宣立杢1号
2!i古府保育園 ； ー｜伏木矢田 7番 1号

26 I伏木古府5号線1 F23I伏木古国府11番
?7 伏木古府5号線2 I F24I伏木古国府15番

28 白山林道 I F25伏木一宮字大坪 2-1

I zg 林 I F26伏木古府2丁目
30 I墓地改修 ｜ ｜伏木古府1
31 I気多神社 ｜ ｜伏木一宮2063
32 I伏木中学校集会所 ｜ ｜伏木古府3丁目

33 I日本重化学（白山経塚） I F291伏木古府本町U

｜年度INo 所在地地区 号日い
－一三円
H 年度

; 198叶 68Iオダケホーム古府売百］ 2 I F5ll伏木古府元町478 1 I ZC'.7 
円五日広「面一｜牙芳子示ごエー2 ｜ ｜伏木古府元町478 1 「五百

f 1985 I 70 I伏木配水池 ｜ ｜伏木一宮知古塚14 2 2807 
」1986I 71 I御亭角・能松 I F53I伏木古府2丁目207 i 2008 
l986 I 72 I麻生 I F54I伏木古国府15番 --z而子
1987 I 7~ Iハマヤ興産 ｜ ー｜伏木古府元町430-5 I zoos 
I言語1r-1:i涌〕汀 I F59！伏木東宮 ｜記U子
1987 I 75 I島1 I F60伏木古府3丁目 ! 2009 
1987 I 7G I島2 I F58；伏木一宮1丁目 I 2010 

1987 I 77 I岩城 I F60；伏木古府3 I 2010 
一一一一一一一一

1988 I 78 I古府3急傾斜法面工 I F55I伏木古府172 1 I 2010 

1988 I 79 I地区総合流域防災（急傾斜）｜ F56I伏木古府2 1 20 I 20C9 
1988 I 80 I地区総合流域防災（急傾斜）｜ F57I伏木古府2 1 20 I 20C9 
1988 I 81 I角納築蔵・悦子地区 I F61 I伏木古府元町 ! 2010 
19E9 82 古枝 I F62I伏示言面持651:-654番地ー「記I了
扇面T83下町晴軍拡幅 I F63I伏木一宮字大平2064 5 : 2010 
1 1989 I 84 I高橋 I F64I伏木東一宮 日函面
cJ989 J 85 I白山林道拡幅（本調査） I F65I伏木一宮字大平2054 5 I ?Olo 
; 1989 I 86 I気多神社 I F67I伏木一宮1 10-1 I 200 
19E9 I 87 I能松 I F69I伏木古府2 I 2C 11 
－ 一一一一199c I 88 i谷内 I F70I伏木古府1丁目 I 2011 

1990 I 89 I高倉 I m 1伏木古府293番地 I 2r 11 
1991 I 90 I岡田 I f'721伏木古国府 uc11 

1991 I 91 I南 I F73伏木古国府6 I 2012 

1992 I 92 I牧野 I F74伏木古府2丁目 I 2012 
1993 I 93 I牧野（本調査） I F75i伏木古府2丁目 I 2012 
1995 I 94 I満田 I F76ゆt木東一宮 1-2( 12 

｜ ｜ ｜ 川犬木古田府717番 2～， Ir r唱 n
1997 I 95 I山崎 I 71 ＇：＇.－＇、 I zr 12 
｜ ｜ ｜ 川・ 717番 7・721番 ｜い山

1997 I 9§ I魚倉 I F78昧末士宮互ア百一一－－T2扇子
I 1998 I 97 I上野 I F79I伏木古府3丁目 I 2012 
1998 I 98 ！秦 I F80I伏木東一宮 1 I 2r12 
1999 99 I奥村 I Fin I伏木一宮 I 2C13 

2: :c I 100 I山崎2 i F821伏木古国府717番2～5・ ｜ 
"cc  ' • '717番7・721番

F83I伏木古府二丁目
E84I伏木古府3丁目 i 2[ 1 ~ 
F85I伏木古府3丁目 川：13 

I 2Cl3 
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F30伏木古府2丁目
F31i伏木一宮3丁目
F32伏木一宮1丁目
f夫木矢田上町

i F33川犬木矢面三官2丁目

｜ ｜伏木伏木古国府12 5 
F34伏木矢田上町

F36伏木一宮第2区

伏木一宮1 1外

F37I伏木宮1丁目

一伏木一宮 2丁目

F38伏木東一宮

－＇伏木一宮 1丁目

i伏木古府716外

I i伏木矢田新町地区

2001 I 101 Iホームサポートオダケ
2001 I 102 I宮野
2001 L 103 11卵
2001 I 1C4 I松原
2001 I 105 I寺林
?002 I 106 I山本
2002 I 107 I大菅

2003 I 1os I折田

2013 

F86イ犬木束一H
F87［伏木東一宮
F88I伏木一宮1丁目

F89I伏木古府3丁目
F90I伏木矢田上町
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4
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6
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F39間木古府元町430ー1外 I zoos 

一川犬木矢田新町地区 はOCfi
F40I伏木古府3丁目 川QQfi
F40I伏木古府3丁目 I 2CCS 

F41伏木古府3丁目 ! 2005 

I M肋ι宮字第2区357番 ! 2005 
F43I伏木古府2丁目z36二2瓦下扇面子
F44I伏木古府3丁目81 1 I 2005 

F4fi伏木一宮1丁目 I 2005 

F4f伏木東一宮2丁目 はOCfi
ーグ亡木古府元町 I 2JC6 

F48i伏木一宮2丁目413 1外 I2006 

－｜伏木古府221外 I 2006 

｜伏木古府元町

F49I伏木一宮1丁目

F50ゆミ木一宮字大平2 1外 I2007 

｜ー；~~雨元町430 6 
一｜伏木東一宮

町一元府古

2

ム

ウ
一
一
一

ヨ
一
一
ホ

シ

一

ケ

ク

竪

ダ

ロ
佐
一
オ

5

6

一7

6

6
ト

6

2006 

2006 

2007 

2007 

i 2007 ＿，伏木古府元町478 1 

第2表越中国府関連遺跡発掘調査地区一覧表（昭和 60年以降）
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第3節調査の概要

調査は、まず重機で表土を掘削し、その後に作業員を動員して包含層の掘削をはじめ、遺構検出・遺構掘削・

遺物取り上げといった一連の掘削関連の作業を行った。またこれと並行して各種写真撮影のほか、遺構概略図・遺

構断面図・遺構平面図作成等の記録図化作業を実施した。

作業は平成24年 7月 25日から 9月 7日まで行い、対象となる 499rrfのうち試掘調査の結果を基に対象地西側

の発掘調査可能な 201dを発掘調査した。

本調査地区の基本層序は、基盤層をふくめ計4層に分層できる。まず、厚さ約 20～35mのI層（表土層）を最

上層とし、以下は、厚さ約 15～20cmのII• III層（黒褐色土）がある。調査区西側は、表土層直下が検出面となる。

皿層は遺物包含層であり、その下が遺構検出面及び基盤層（V層）となっている。調査対象地東側は住宅建設によ

り破壊されていた。また、近世～現代の瓦や盛土が厚く積まれており、遺構・遺物ともに確認されなかった。

第4節検出遺構と出土遺物

本調査地区は、平成24年度に試掘調査を実施しており、その結果にもとづき遺構面が 1面あることを想定して

今回の本発掘調査を実施した。遺構が確認されたのはN層である。

検出遺構は、掘立柱建物4棟以上、柱穴 105基以上、土坑 20基、溝状遺構2条（SD03ほか）である。出土遺物は、

古代須恵器、古代土師器、黒色土器、灰軸陶器、緑軸陶器、古代瓦（丸瓦・平瓦）、中世土師器、中世珠洲、近世

陶磁器、近世瓦などが出土している。出土した遺物の量はコンテナ 12箱を数える。出土する遺物の時期は古代が

中心であり、特に古代土師器が多く出土した。

第5図 越中国府関連遺跡（牧野地区）調査区位置図
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1 検出遺構

掘立柱建物 SB 01 

調査区西側で検出された。南北軸の掘立柱建物である。建物は南北双方に続く可能性がある。軸はN 1 0 

Eで、ほぼ磁北と方向を揃える。規模は桁行2間以上（約 6.4 m）、梁行1間以上（約 2.8 m）で、柱聞は桁行約

2. 7～2. 9 m、梁行は不明である。 SK 10とSK 13、SK 32とSK 37の対応関係を根拠にしており、周辺の土

坑に広がる可能性がある。掘り方の平面は隅丸方形ないし不整方形で、検出面からの柱穴の深さは約 60～70cmで

ある。柱穴の一部で、柱痕と底部にあたりが確認できる。 SK 07は北側に浅い掘り込みと西側にSK 06があり、

足場等の痕跡も認められる。切り合い関係は明確ではないが、 SK 10はSp 29に切られ、その他小規模な柱穴に

切られると見られる。柱穴からの出土遺物は、古代土師器（杯・椀）、古代煮炊具、赤彩土師器、須恵器（杯・蜜）、

古代平瓦（越中国分寺式）、円面硯、墨書土器などがある。

掘立柱建物 SB 02 

調査区東側で検出された。南北軸の側柱建物である。軸はN-22° -Eで東に振る。規模は、桁行4間以上（約

6. 3 m）、梁行2間以上（約 3.5 m）で、柱聞は約 1.7～2. 1 mと一定しない。掘り方の平面は不整楕円形で、検

出面からの柱穴の深さは約 30～ 40cmである。いずれの柱穴も規模は小さく、柱筋の通りは悪い。出土遺物は、古

代土師器（杯・椀）、須恵器警である。遺物の主体は、 9世紀後半以降である。

掘立柱建物 SB 03 

調査区東側で検出された。南北軸の側柱建物である。軸はN 58° Eで東に振る。規模は、桁行2間以上（約

5. 5 m以上）、梁行2間程度（約 2.9 m）で、柱聞は桁行2.1～2. 3 m程度で、ある。掘り方の平面は不整楕円形で、

柱穴の径の規模は小さい。検出面からの柱穴の深さは約 20～40cmである。出土遺物は、古代土師器椀、古代須恵

器牽である。

掘立柱建物 SB 04 

調査区西側で検出された。南北軸の側柱建物である。軸はN-46° Eで東に振る。規模は、桁行2間以上（約

3. 7m以上）、梁行2間（約3.3m）で、柱聞は桁行1.1～1. 8 m程度とぱらつきがある。掘り方の平面は不整楕円形で、

柱穴の径の規模は小さい。検出面からの柱穴の深さは約 20～40cmである。

その他古代の掘立柱建物について

調査区西側に重複して検出された柱穴が確認される。柱痕の検討が十分で、はないため、建物の復元は難しいが、

SK  25～S K 27のうち 1箇所と SK 14などほぼ正方位の軸に並ぶものがある。調査区中央北側のSK 16～S K 

18においても、北側に建物の広がりが推測される。これらの柱穴・土坑の切り合い状況から、建て替えの痕跡が

最低でも 2回以上あることが判断できる。

土坑 SK 05 

調査区西側で検出された。長軸 1.6 m、幅 1.1～1. 2 m、深さ約 60～70cmを計る。断面形状は北側の柱痕を

残す深い掘り方は箱状を呈し、南側は浅い部分に切られる。 SK 44を切る。出土遺物は、古代須恵器や土師器や

古代瓦や漆が付着した土師器など、古代の遺物が多く出土している。
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土坑 SK 09固 11・14・44

調査区西側で検出された。少なくとも、 4基の柱穴もしくは土坑が確認される。主な平面プランは隅丸方形状で

あると考えられる。そのうち、柱のあたりを検出したのはSKllとSK 14であり、あたりと柱の掘り方の比高差

は約20cm程度であった。 SK 09とSK 44はやや浅く掘られており、 SK 11 ・ SK  44の最も低い部分は最大で

50cm程度の比高差がある。

土坑 SK 16～S K 18 

調査区北側で検出された。 SK 22を掘削した底面から検出され、いずれもSK 22より古い土坑と考えられる。

切り合い関係はSKl7>SK16となる。 SK 16とSK 18との新旧関係は不明である。いずれも隅丸方形状の掘

り方と考えられ、そのうちSK 17・SK 18はあたりの痕跡を確認している。北側にも掘立柱建物が存在すること

を示唆する遺構である。

土坑 SK 25～S K 27 

調査区西側で検出された。少なくとも、 3基の柱穴もしくは土坑が確認される。主な平面プランは隅丸方形状で

あると考えられる。そのうち柱痕を確認したものは、 SK 26のみであり、他の遺構では掘り方のみを検出した。

切り合い関係はSK 25～S K 26を切ることを土層断面で把握した。 SK 27の切り合い関係は不明である。 SK 

26は最も深く掘られており、最も低い部分と SK 27との比高は約 20cm程度となる。
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第8図 越中国府関連遺跡（牧野地区）掘立柱建物SB 01 実測図
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第 10図越中国府関連遺跡（牧野地区）土層断面図
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土坑 SK 22・42

調査区中央で検出された。南北軸の土坑であるが、 2基の土坑が南北に続き同軸の溝になる可能性がある。 S

K 22は幅 1.9～2.4m、SK 42は幅 1.7～2. 2 mを計り、双方の聞には掘りこまれずに途切れた部分がある。前

後関係は確認できないが、 SK 22の遺構掘削後にSK 16～18が検出された。 SK 42の底面で南側に方形の掘り

込みを検出した。土坑の掘削以前に掘立柱建物などの遺構がある可能性がある。 SK 22は出土遺物は古代土師器、

土製品が、 SK 42からは古墳須恵器、古代須恵器、古代土師器等が出土した。

土坑 SK 12 

上記のSK 22・42の中間地点で検出された。古代土師器や古代須恵器、古代瓦などが集中的に出土し、 SK 22 

上層に堆積した遺物である可能性があることから、土坑単体として扱う。 SK 12は幅約 1.5 mの不整楕円状に古

代土師器等の小破片が、多量かっ集中している土器だまりである。遺構の形状は不明であるが、完掘時にはSK 

12に続くように落ち込みが連続していた。

溝SD 03・05

調査区中央で検出された。南北軸の溝で長さ 8.6m以上、幅0.7～ 1. 3 m、深さ 40～ 50cmを計る。 SB 01と

ほぼ同じ軸で検出された。前後関係は明確ではないが、 SB 01の後に掘削された可能性が高い。出土遺物は古代

須恵器、古代士師器、古代瓦（御亭角式）等が出土している。

溝SD 101 

調査区東側で検出された。南北軸の土坑で、長さ 3.5 m以上、幅 1.5～1. 8 m、深さ約 50cmを計る。南側は住

宅の建築等の撹乱により、続きは検出できなかった。断面形状は底面は緩い皿状で、側面はほぼ垂直に立ち上がる。

底面にて不整方形の掘り込みを検出したことから、溝掘削以前に柱穴等の遺構が存在したと考えられる。出土遺物

は古代須恵器、古代土師器、円面硯、古代瓦などである。
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2 出土遺物

SB  01出土遺物

柱穴SK 05出土遺物 SK  05からは、古代須恵器（杯・奮類）、古代土師器、転用硯、古代瓦（平瓦ほか）など

が出土している。遺構上面より中世珠洲（揺り鉢）が出土している。

5・6・29は須恵器。 5・6は杯Aである。 29は審の口縁部で、波状文と 2条の沈線が施される。 10・12～ 17

は古代の士師器。 10・12・13・15・16は杯Aで、いずれも底部は回転糸切り痕が残る。 15のみが椀形状を呈す。

14は有高台の血。脚部は外反し、丸く細く収める。 17は有高台の椀である。器高・口径も大きく、高台脚部は外

反した端部となる。 72は古代瓦である。凸面は縄叩き日が残り、離れ砂の使用が認められる。凹面は布目を残し、

端部はナデで仕上げられる。 81は中世珠洲の播り鉢。注口部が付近が遺存しており、卸目等は確認できない。

柱穴SK 32出土遺物 SK  32からは古代須恵器、古代土師器が出土している。 28は土師器の椀。外面はミガキ

調整が確認できる。 32は須恵器の蓋。裏面は転用硯として利用され、朱墨が付着している。

土坑凶柱穴他出土遺物

土坑 SK 07出土遺物 SK  07からは、古代須恵器が出土している。 19は円面硯である。硯面が凸面となる。陸

部と海部の聞に太い内堤があり、内堤・外堤ともに外上方に短く延びる。脚体部には台形状の透し孔があり、 4～

6箇所と想定される。 8世紀中～後葉に比定される。

土坑・柱穴 SK 09・16聞 17出土遺物 SK  09からは土製品（士錘）が出土している。 31は土錘で、樽状を呈する。

SK  16からは、古代土師器が出土している。 26は椀もしくは皿Bである。 SK 17からは古代須恵器が出士している。

24は須恵器で内面に墨痕があり、転用硯として利用している。

土坑 SK 22出土遺物 SK  22からは古代土師器、士製品（士錘）が出土している。 25は土師器で、底面は回転

糸切り痕が残る。 30は土錘である。

不明土坑 SK 12出土遺物 SK  12からは古代須恵器、古代瓦、中世越中瀬戸が出土している。 20は須恵器の蓋

である。裏面に墨痕が付着しており、転用硯として使用している。 21～23は須恵器の杯Bである。 22は墨書土器

で、底面中央に「）｜｜ヵ」と 1文字聖書される。 75～76は古代瓦である。 75は丸五である。黄灰色の焼成良好なも

ので、凸面はナデで調整され、凹面の側縁部は面取りを行い、その他は布目痕が残る。布目痕には、布のとじ目や

模骨痕が残る。 76は平瓦である。凸面は縄叩き日と離れ砂の使用が確認できる。凹面の側面はナデ調整、その他

は布目が残る。 77は瀬戸美濃の小皿。内面（上面）は透明軸がかかり、底面は露胎である。

土坑SK 25出土遺物 SK  25からは古代須恵器が出土している。 27は杯Aである。口縁部にタールが付着して

おり、灯明に用途に使用されたと考えられる。

土坑SK 42出土遺物 SK  42からは古代須恵器、古代土師器（皿系）等が出土している。 39は飛鳥～奈良時代

の須恵器の杯Hである。 33・35・36は須恵器の蓋。いずれも比高が低く、厚みがあり、返しは肥厚で丸く収める。

38・40は須恵器の杯。 38は杯Aである。内面に朱墨が付着しており、転用硯として利用している。 40は杯であるが、

口縁～体部のみで底部を欠損している。 37は緑軸陶器である。青灰色の硬陶で、紬は深緑である。 41は古代士師

器の高杯。杯部内面に暗丈が施され、内外面は赤彩される。

柱穴Sp 90出土遺物 s p 90からは古代須恵器、古代須恵器が出土している。 66は須恵器の円面硯で脚部のみ
が残る、外堤はに外上方に短く延びる。脚体部の器厚はやや薄く、長方形状の透し孔と考えられ、 4箇所以上の透

か孔が存在すると考えられる。

溝出土遺物

溝 SD 101出土遺物 SD  101からは、古代須恵器、古代土師器、土製品（円面硯）、転用硯、古代瓦（平瓦ほか）

などが出土している。

1～4は古代須恵器。 1は杯Aの墨書土器であり、底面上側に墨痕が確認できる。 2～4は蓋であり、 3・4は

朱墨が付着しており、転用硯として底面が使用される。 7・8は硯である。 7は特殊円面硯の脚部である。外面は
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縦に面取りがされ、脚部中央に筆立てと考えられる穴が穿孔される。上面はナデで仕上げる。脚底部全体に自然紬

が施軸されることから、脚部を上に向けて焼成している。 8は円面硯である。硯面はやや凹面になる。陸部と海部

の聞に細く上方に延びる内堤があり、外堤は外上方に延びる。脚体部には2条の沈線の文様が付き、細い長楕円状

の透かし孔が、直交4箇所にある。 9. 11・18は古代士師器。 9・11は杯Aである。 9は外面底部付近にケズリ

の痕跡が見られる。 11の底部は回転糸切り痕が残る。 18は柱状高台のみ残る。 69・70・74は古代瓦である。すべ

て平瓦となる。 69・70は焼成良好であり灰色で硬質だが、 74は胎土が灰白色で軟質であり、越中国分寺で多く出

土するものと類似する。 69・70の凸面は縄叩き目が残り、離れ砂の使用が見られる。凹面は布目を残し、布の合

わせ目が確認できる。側縁はナデで調整され、双方ともナナメに明瞭に縁取りされる。 74は灰白色で焼成が不良

な平瓦である。凸面は縄叩き目が残り、離れ砂の使用があり、凹面は布目を残し、布の合わせ目が確認できる。側

縁はナデで調整されるが、剥落があり明瞭ではない。

溝 SD 03・05出土遺物 SD 03・05は同ーの溝であることから同時に報告する。 SD 03・05からは、古代須恵

器、古代土師器、古代瓦、中世土師器などが出土している。 34は須恵器の蓋である。全体に器高が低く肥厚であり、

肥厚な口縁部は下方に収める。土師器は古代と中世の士師器が双方出土した。 48は古代に帰属するが、 42～45・

47は中世に帰属するものである。 48は内面のほぼ全てと外面の部分的にススが付着する。 42～44は手づくねの

中世土師器皿である。 45はやや口径が大きいもの、 47は御亭角周辺の過去の調査で一定量出土するものである。

包含層出土遺物

包含層からは古代須恵器、古代土師器、土製品（円面硯）、転用硯等が出土している。

49～56・58・59は古代土師器。 49は椀か皿である。底部付近の屈曲部からすぼまり、器厚は薄い。 50は椀か

皿で明瞭な底部を持ち、直線的に口縁までゆるく立ち上がる。 51～54は器高の低い杯A。53・54は底部からやや

丸みを持って立ち上がる。 52は口縁部の一部にタールが付着しており、灯明具としての使用が想定される。 55・

56は器高の高い椀で、底部との境が明瞭で、ある。 55は椀で、口縁部を上方につまみ上げる。 58は足高高台を持つ

椀か。 59は小皿、回転糸切り痕の残る杯部に高台を貼り付ける。 57は土師器である。報告では胎土と立ち上がり

の形状から警とするが、椀の可能性もある。 60は灰軸陶器の壷・瓶の口縁部と考えられる。 61は青磁の小片。椀か。

62は黒色土器の椀B。内面のみ黒色処理される。 63は須恵器の広口の鉢。頚部下をヨコカキメで調整する。 64・

65は須恵器の杯B。64は灰色のきめ細かい胎土で高台は丸く肥厚に仕上げられ、回転糸切痕が底部に残る。 67は

須恵器の円面硯。硯面が欠損しているが、外堤はに外上方に短く延びる。脚体部の器厚は厚く、長方形状の透し

孔は8箇所と想定される。 8世紀前～中葉に比定される。 68は古代瓦である。平瓦と考えられ凸面はナデで調整、

凹面は布目痕が残り、布の合わせ目と模骨痕が確認できる。端部調整は側縁と凹面を調整している。
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第5節総括

掘立柱建物の検討

( 1 ）過去に検出された掘立柱建物群との検討

牧野地区で検出された掘立柱建物群と勝興寺南接地区（以下南接地区）、伏木測候所地区（以下測候所地区）で

検出されたものと比較検討してゆく。東西軸の南接地区SB 01 • S B 03と南北軸の牧野地区SB 01は、建物の

軸がほぼ同軸である。柱穴の平面規模と柱聞は南接地区SB 01と同様である。また牧野地区SB 01は西側に通る

柱穴がなく、府状の柱通りと考えられる。その他、南接地区で検出された同軸の掘立柱建物は牧野地区では確認で

きないが、西側の市道側に広がる土坑・柱穴群に所在する可能性がある。測候所地区SB 01は真北に対して東に

約6度偏っているものの、柱穴の平面規模は牧野地区SB 01と同等である。建物の時期に関しでも、真北を軸と

した牧野地区SB 01は8世紀前半以降に帰属することが判明した。

( 2) 調査区東側の土坑・柱穴について

調査区東側で多く検出された小規模な遺構の特徴を述べておく。径約40cm以上のものについては、深さを伴う

ものが多く（s p 35など）、それ以下の平面プランのものはおおむね約20～ 30cmの深さとなる傾向がある。前述

したSB 02・03の関わる柱穴は柱通りが悪いものの、深く明確な掘り方を呈す。いずれも柱穴から遺物は確認で

きないため、帰属時期は判断できなかった。そのため、古代末から中世にかけての掘立柱建物が存在すると考えら

れる。

( 3) 掘立柱建物・柱穴の検討

古代に帰属する掘立柱建物の柱穴の構造については、礎石は検出されず、根石等も見つかっていないことから、

基礎固めの構造は持たない可能性がある。掘り方中央に柱痕が残されたものが多くあり、牧野地区SB 01の柱穴

のの多くから、 SB 01の柱穴の多くで柱の沈下した”あたり”の窪みが確認できる。建て替えが確認されるのは

調査区西側と中央北側である。切り合いの関係から、少なくとも 2～3時期の建物変遷が考えられる。

構造の関連として、近隣の昭和41年に実施された御亭角遺跡の発掘調査で砂岩などの小石や堅化面が報告され

ている（富山県教委 1967）。これらは、牧野地区で、見つかった隅丸方形状の平面形状を呈する建物の柱穴の構造と

平面形状や掘り方が類似していることから、根固めの構造も今後注意して調査してゆきたい。

( 4) 遺構の時期と特徴

古代前半の遺物が出土する大型の掘立柱建物と、古代後半に帰属する小規模な掘立柱建物群に大別される。古代

前半の建物群は、牧野地区SB 01の帰属時期から 8世紀代のものと考えられる。これらの建物は古代瓦の出土量

も少なく、かっ小破片のみが出土している。加えて伏木小学校所蔵の旧東館遺跡遺跡にて表採された瓦類は全て丸

瓦であり、牧野地区の平瓦が主体であった傾向とは異なる。結果として、瓦葺きの建物である可能性は低い。

2 7 8 9 

第 16図 伏木測候所地区遺構配置図（1/ 200) 
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第 17図牧野地区遺構配置図（1/ 200) 
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第 18図 勝興寺南接地区遺構配置図（1/ 200) 
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建物の切り合いは明確で、はないが、牧野地区SB 01とほぼ同軸の溝が存在する。牧野地区SD 03・05からは古代

～中世の遺物が出土していることから、牧野地区SB 01の後に、溝SD 03・05が掘削された可能性が高い。

2 出土遺物の検討

( 1 ) 出土遺物について

牧野地区出土の遺物は、 6世紀後半（TK47～MT  15併行）、古代（ 8世紀前半～）、中世（12～ 14世紀）、

近世以降の遺物が出土している。 6世紀後半の遺物は1点のみであり、混入と考えられる。古代の遺物は、 8世紀

中葉以降の遺物が少量出土し、その後9世紀後半から 10世紀代まで継続的に遺物が確認できる。古代遺物の比率は、

土師器の出土量が多く、須恵器は少量に留まる。調査区東側のSK 03のように、遺物の流れ込みが確認できる溝

でも同様の傾向が指摘できる。中世の遺物は 12～ 14世紀の幅で出土する。ほぼ完形の土師器皿も出土することか

ら、牧野地区の周辺に中世前半の政治拠点や集落、また古府八幡神社に関係する拠点等の存在が推定される。近世

以降は調査区東側の撹乱に瓦類が厚く堆積していた。

( 2) 出土した硯類について

牧野地区で出土した硯類は、円面硯が5点以上出土した。風字硯は確認できない。円面硯の内訳は8世紀前半以

前のものが 1点、 8世紀代のものが2点出土するなど古代前半が中心となる。うち、 7は筆立ての穴が脚の部分に

確認でき、閉じ構造を持つものとして、富山市西金屋窯跡出土の例がある。 19はSB 01の柱穴の掘り方から出土

していて、射水市小杉丸山遺跡から出土するものに類似する。 67は8世紀前半のものと考えられる。須恵器・杯

蓋等を転用した転用硯は最低でも 8点以上出土しており、 4点を図示した。そのうち、朱墨が付着していたものは

4点以上であり、黒色の墨に匹敵する数が出土していることが特筆できる。また、聖書土器も出土したことから、

文書事務が付近で行われていたことを指摘したい。

3 古代の掘立柱建物の特徴など

牧野地区の発掘調査の結果、勝興寺南部から東部にかけて、掘立柱建物が広がることが確実となった。この地

域の旧遺跡名は東側は東館遺跡、南側の御亭角遺跡・廃寺で、あった。この周辺では古代土器類や古代瓦が多く採集

され、特に御亭角周辺では、御亭角式と国分寺式の双方の瓦が多量に見つかっていた。

出土遺物の傾向から見ると、南接地区・牧野地区・測候所地区3箇所ともに共通して、瓦の出土が少なく、硯

が一定量出土することが挙げられる。また、高級陶器類（緑軸陶器・灰紬陶器ほか）も一定量の出土があることも

共通する。いずれも墨書土器の出土例が少なく各地区の遺構の性格は把握できないが、硯の出土数から勘案すれば

文書事務をこれらの建物周辺で行われていた可能性は高い。建物との切り合いは明確ではないが、牧野地区SB 

01とほぼ同軸の溝が存在する。牧野地区SD 03・05からは古代～中世の遺物が出土している。牧野地区SB 01 

の存続時期に遅れて、 SD 03・05が掘削された可能性が高い。本報告の作成にあたり、伏木小学校所蔵の遺物の

実見にご協力いただいた、遺物を採集された古岡英明氏と高岡市立伏木小学校の関係者の皆様に、深い感謝を申し

上げます。

事；
古代の遺構 御亭角系瓦国分寺系瓦 円面硯 風字硯 墨書十器等 結軸陶器 灰軸陶器 白磁 赤彩土師器 黒色土器 製塩土器 備考 文献

(2次堆積・堆積谷） ． ． ’k ． ． * 4旋 「k * ． 市教委1986掘立・柵・廊跡・溝 ． ． * ． τk ． ． ． 大型建物有市教委1988。 即席推定地古岡・西井19f:7
溝 ． ． ． ． 市教委1994、内田2002
掘立・柵 ． ． ． ． ． 市教委1991． ． ． 市教委1996
樹立・溝 ． ． ． ． ． ． ． ． ． 大型建物有 本書

御亭角遺跡（廃寺） 土坑・溝 * * ． ． ． ． ． ． 丸鞘出土 県教委1967、古岡・西井1987市教委2009・2010

9 越中国分寺跡（周辺含） 土坑（根石）、溝 ＊ ． ． 鉄製品出土県教委1967、古岡西井1987市教委2003
10 寺山遺跡（気多神社） 溝 ． 懸仏出土 古岡ー西井1987、市教委2012

女発掘調査で多量に出土するもの ．発掘調査で確認できるもの O表採・伝世品があるもの

表3 遺構が検出された調査地点における出土遺物組成
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勝興寺周辺の調査地点と成果（高岡市教委 2008)
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第21図昭和41年通称御亭角発掘調査

遺構検出状況（富山県教委 1967)
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伏木台地付近の古墳～古代須恵器（高岡市 1988)第 20図



その他の試掘調査区



第3章その他の遺跡調査

1 越中国府関連遺跡（柳地区・官野地区）

柳地区 宮野地区

所在地 高岡市伏木古府3丁目 12-10 高岡市伏木古府3丁目 14番8外

調査期間 平成25年4月9日 平成26年2月7日

対象面積 255. 32 m' 227. 26 m' 

試掘坑 2本 l本

発掘面積 2. 44 m' 27. 88 m' 

調査原因 個人住宅建設 個人住宅建設

検出遺構 なし なし

出土遺物 なし 古代須恵器 1点

調査概要

柳地区、宮野地区は旧一宮村に所在し、小字「熊野」に比定される。東側に赤坂谷があり、谷地

形に向かつて標高が低くなる。

柳地区の試掘調査は2箇所のトレンチを設定し、地下の状況を把握したところ、遺構・遺物とも

に検出できなかった。宮野地区の試掘調査は 1箇所のトレンチを設定し、地下の状況を把握したと

ころ、遺構は検出されず、遺物は須恵器・杯Bが1点出土した。遺物の破片が大きいことから、付

近に遺構が存在する可能性がある。

第 22図 越中国府関連遺跡（柳地区・宮野地区）調査区位置図
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2. 西佐野千代遺跡（林地区）

所在地 高岡市佐野468番2、468番4～5、469番2

調査期間 平成 25年4月 18日

対象面積 484. 91 rrf 

試掘坑 1本

発掘面積 3 rrf 

調査原因 個人住宅建設

検出遺構 なし

出土遺物 なし

調査概要

西佐野千代遺跡は、東木津遺跡や下佐野遺跡の南西に位置し、弥生時代中期から古墳時代前期を

はじめとする遺跡である。松崎地区では、多くの弥生時代から古墳の遺構の検出があり、遺物も多

く出土している（高岡市教委20lla）。佐野台地北側に広範に広がる遺跡群の 1っと考えられる。

今回の調査対象は、同遺跡の西側の隣接地に位置する。試掘調査は l箇所のトレンチを設定し、

地下の状況を把握したところ、遺構・遺物ともに検出できなかった。

第23図 西佐野千代遺跡（林地区）調査区位置図
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3.百橋宮田遺跡（東地区）

所在地 高岡市五十里東町84番

調査期間 平成25年5月 16日～ 17Fl 

対象面積 263. 45 rrf 

試掘坑 1本

発掘面積 16. 3 rrf 

調査原因 個人住宅建設

検出遺構 中世井戸1基、時期不明土坑2基

出土遺物 縄文土器、弥生土器、古代須恵器、珠洲揺り鉢、青磁、中世土師皿、時期不明土師器、

近世肥前陶磁器

調査概要

百橋宮田遺跡は、小矢部川左岸に位置する。小矢部川が蛇行して形成された微高地上に所在する。現在まで明確

な調査歴がなく、分布調査を除けば今回が初の埋蔵文化財調査である。

本地点は北側隣接地に位置し、須田藤の木遺跡と本遺跡の聞に所在する。試掘調査は2本のトレンチを設定し、

地下の状況を把握したところ、現地表面下約 lOcm前後の地点にて遺構確認面に同を検出した。遺構は、中世井戸

1基と時期不明土坑2基を検出した。中世井戸は木枠を持つ縦板組のもので、掘り方長軸 1.35 m、短軸 1.Om、井

戸枠は長軸0.8～0.9m程度、深さは 0.5m 以上確認した。遺物は珠洲（吉岡編年E期）、青磁、中世土師器が出土し、

おおむね 13～14世紀に帰属するc 調査結果より、中世の集落が遺跡北側に広がることが判明した。

第24図 百橋宮田遺跡（東地区）調査区位置図
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4. 越中国府関連遺跡（松原地区・寺林地区）

松原地区 寺林地区

所在地 高岡市伏木東一宮 1020 高岡市伏木東一宮 366-3 

調査期間 平成25年5月8日 平成25年6月6日～7日

対象面積 104. 35 m' 80. 12 m' 

試掘坑 1本 1本

発掘面積 2. 25 m' 3 m' 

調査原因 個人住宅建設 個人住宅建設

検出遺構 なし なし

出土遺物 なし なし

調査概要

松原地区、寺林地区は旧一宮村に所在し、ノト字 I山崎」「徐貝」に比定される。東側は小矢部川河口であり、東

に向かつて標高が低くなる。付近で過去に試掘調査を数回実施しているが、遺構・遺物は確認されていなし、。

松原地区の試掘調査は1箇所のトレンチを設定し、地下の状況を把握したところ、遺構・遺物ともに検出できな

かった。寺林地区の試掘調査は 1箇所のトレンチを設定し、地下の状況を把握したところ、遺構・遺物ともに検出

できなかった。

七：九州：ご L~il拙： ¥ 
第 25図 越中国府関連遺跡（松原地区・寺林地区）調査区位置図
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5. 石塚遺跡（戸出高岡線地区）

所在地 高岡市石塚253外9筆

調査期間 平成25年5月 20日～ 21日

対象面積 706. 75 rrf 

試掘坑 2本

発掘面積 約 20.4 rrf 

調査原因 道路建設

検出遺構 ピット4基

出土遺物 なし

調査概要

石塚遺跡は、庄川が形成した扇状地の端部、佐野台地の辺縁部にあたる。遺跡の東側には和田）I ［、西側には祖父

川が流れ、微高地上に位置する。当遺跡は弥生時代の集落遺跡として、県西部において代表的な遺跡として知られる。

調査対象地は北東端に位置し、石塚江之戸遺跡と隣接する。対象地に計2本のトレンチを配し地下の状況把握に

つとめ、現地表面下約 90～ llOcm、標高 10.7 m程度で、遺構面を検出した。遺構はピット 4基が検出された。出土

遺物はなかった。

第26図 石塚遺跡（戸出高岡線地区）調査区位置図
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6. 上二上遺跡（二上・守山統合保育園地区）

所在地 高岡市二上町 1014 1、1014-2' 1015、1016-1、1016 2、1017 1、1105 1、1106-1、

1106 2 

調査期間 平成25年6月3日～4日

対象面積 6, 675 rrf 

試掘坑 3本

発掘面積 186 rrf 

調査原因 保育園建設

検出遺構 なし

出士遺物 縄文土器、弥生土器、古墳士師器、古代須恵器、近世陶器、時期不明土師器

調査概要

本遺跡は二上山麓の小矢部川左岸に位置する。近隣地区では明確な遺構は見つかっていないが、古墳時代から中

世の遺物が出土している。

試掘調査は3本のトレンチを設定し、地下の状況の把握につとめたところ、現地表下約 20cmで地山を検出した。

検出遺構はなかったが地形の落ち込みが認められた。遺物は、主に古墳士師器が多く出土しており、落ち込みから

は縄文土器や弥生土器などの古い時代の遺物が一定量出土している。

第27図 上二上遺跡（ニ上・守山統合保育園地区）調査区位置図
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7. 守護町遺跡（シーケー金属地区）

所在地

調査期間

対象面積

試掘坑

発掘面積

調査原因

検出遺構

出土遺物

調査概要

高岡市守護町二丁目 242番、 243番 1、243番2、243番3、243番4

平成25年6月 13日～ 14日

1, 424 ni 

2本

67. 3 ni 

駐車場建設

なし

なし

本地点は遺跡の南端に位置する。過年度の調査歴では、遺構・遺物ともに検出されていない。

対象地に試掘坑を2箇所設定し、地下の状況の把握したところ、掘削した2箇所の試掘坑からは遺構は検出され

ず、遺物は出土しなかった。

北側に設定した第1トレンチでは、全体に盛土が高く積まれていることを確認した。トレンチ端部で深堀をかけ

たところ、地表面下約 130～140cm、標高約 2.7mにて灰色の小磯を含む河川堆積物を検出した。南側に設定した

第2トレンチでは、地表面下約 120cmまで掘り下げたところ、盛士が更に続くことを確認した。

第 28図 守護町遺跡（シーケー金属地区）調査区位置図
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8. 中木津遺跡（山本地区）

所在地 高岡市木津895 2 外6筆

調査期間 平成25年7月1日

対象面積 860 rrf 

試掘坑 I本

発掘面積 30 rrf 

調査原因 個人住宅建設

検出遺構 溝2条

出土遺物 珠洲小片、中世土師器、時期不明士師器

調査概要

本地点は、本遺跡の東端に位置する。平成21年度より高岡市教委による区画整理に伴う本調査が実施され、

古代～中世の掘立柱建物など集落が検出されている（高岡市教委2014b）。

試掘調査は1本のトレンチを配し、地下の状況の把握につとめたところ、現地表面下約40～50cm付近で遺構面

を検出した。遺構は溝2条検出し、遺物は珠洲小片、中世土師器、時期不明土師器が出土した。いずれも中世～近

世の遺物であり、遺物の破片が小さいことから流れ込みの遺物と考えられる。
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9. 出来田南遺跡（サカエ金欄1地区・ 2地区）

サカエ金欄1地区

所在地 高岡市出来田 137 4、138 4、139 4 

調査期間 平成25年7月 19日

対象面積 414. 81 rri' 

試掘坑 l本

発掘面積 約 32rri' 

調査原因 駐車場建設

サカエ金欄2地区

高岡市出来田 230番

平成25年 7月22日

471ぱ

l本

44 rri' 

駐車場建設

検出遺構 掘立柱建物2棟以上、土坑6基、柱穴 28基、溝5条ほか

出土遺物 縄文土器（時期不明）、古代須恵器（杯・蓋・蓋）、古代土師器（杯・煮炊具）、

黒色土器（椀）、赤彩土師器、中世珠洲、中世土師器皿、時期不明土師器

調査概要

本地点は遺跡の北西に位置する。本遺跡は古代～中世の集落跡とされ、遺跡中央～南側にて遺構・遺物が確認さ

れている。特に、県道能町・庄川｜線とその周辺では、古代集落と文字資料が多く出土している。庄川と和田川の合

流地点左岸に位置し、古代の東大寺領荘園の関連も指摘される地点、である。（高岡市教委 2000）。

そのうちサカエ金欄2地区では対象地に試掘坑を 1箇所設定し、地下の状況の把握したところ、地表面下約 30

～40cmにて遺構面を検出した。遺構は、東側に多く検出された。明確な掘立柱建物は確認できないが、掘立柱建

物の存在が推定される。径 lm程度の土坑もあり、近隣の調査区に続く遺構群の広がりがある。溝は北西 南東軸

のものが多く検出された。遺物は古代須恵器（杯A・B、蓋、警）、古代土師器（杯、長胴警、警）、中世珠洲、中

世土師器皿、時期不明土師器が出土している。そのうち、掘立柱建物の柱穴からは古代の遺物が出土している。

事＂＂＂＇. •t.一 一一·－.~~皆、h 『可:::1l ＃.許唖割口、.Yil 、＂＂＇車問、~・ h . /p（•弘、t< ＂＇＂＂、F増'llYJll?弘司、＂＇~

第30図 出来日南遺跡（サカエ金欄 1地区・サカエ金欄2地区）調査区位置図
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10. 井口本江遺跡（松井地区）

所在地 高岡市井口本江字江指廻 81 2、82 2 

調査期間 平成25年8月9日

対象面積 435 rrf 

試掘坑 2本

発掘面積 約 34.3 rrf 

調査原因 個人住宅建設

検出遺構 なし

出土遺物 なし

調査概要

井口本江遺跡は、祖父川｜左岸に位置する縄文時代から近世までの複合遺跡である。同遺跡を含む周辺は古代にお

いて東大寺領鳴戸荘（木倉・金田説他）が比定されている。遺跡南方では古代官衛的様相をしめす円面硯や施粕陶

器が出土し、建物等も確認されている。現地は湿地状を呈する自然環境にあり、縄文後晩期の傾向と一致する。

調査対象地は遺跡北側に位置する。本地点付近は谷の落ち込みが確認される。対象地に計2本のトレンチを配し、

地下の状況把握につとめたところ、対象地南側では地表面下約 100～1lOcm、標高 8.3～8.4 m程度で、基盤層（地山）

を検出した。北側で、は、灰色粘質シルトが続き地山は検出できなかった。遺構の検出はなく、遺物の出土もなかった。

第31図 井口本江遺跡（松井地区）調査区位置図
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1l.瑞龍寺遺跡（車地区）

所在地 高岡市関町15-4 

調査期間 平成25年6月24日～ 25日

対象面積 324 ni 

試掘坑 2本

発掘面積 約 12ni 

調査原因 個人住宅建設

検出遺構 なし

出土遺物 なし

調査概要

本地点は瑞龍寺遺跡の北西の隣接地となる。瑞龍寺遺跡の西側の試掘調査においては、近世の瓦が出土しており、

一部中世の遺構・遺物も検出されている。

試掘調査は対象地に試掘坑を2箇所設定し、地下の状況を把握したところ、掘削した2箇所の試掘坑から遺構は

検出されず、遺物は出土しなかった。

西側に設定した第 1トレンチでは、地表面下約 90～lOOcm、標高約 6.6mにて灰色の地山を検出した。東側に

設定した第2トレンチでは、地表面下約 80cm、標高約 7.0mにて灰色の地山を検出した。西側に向かつて標高が

低くなることは、過年度の調査傾向と一致する。

第32図瑞龍寺遺跡（草地区）調査区位置図

-39-





13.下佐野遺跡（酢谷地区）

所在地

調査期間

対象面積

試掘坑

調査面積

調査原因

検出遺構

出土遺物

調査概要

高岡市泉が_fi:3300番 329

平成 25年6月20日～ 21日

280. 66 rrf 

I本

8. 25 rrf 

個人住宅建設

土坑1基

弥生土器、古墳土師器、古代須恵器・士師器、中世珠洲・妻、時期不明土師器

本地点は下佐野遺跡北西の隣接地にあたる。付近の小学は西田島と呼ばれる。県道高岡環状線他の本調査の結果、

複数時期の集落が検出されている。特に古代においては、木簡や馬型墨画土器など文字資料のほか、祭杷関連の遺

物も出土している（富山県埋文センター 2011、高岡市教委 201lc他）。

試掘調査は試掘坑を 1箇所設定し、地下の状況の把握につとめたところ、現地表約 90cm下の標高約 11.7～ 

11. 9 m付近にて褐色の検出面と地山を確認した。出土した遺物は流れ込みと考えられ、弥生土器、古墳土師器、

時期不明土師器、古代須恵器・土師器、中世珠洲・警が出土した。

第34図 下佐野遺跡（酢谷地区）調査区位置図
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14. 笹八口遺跡（中島地区）

所在地 高岡市笹八口 1429番1

調査期間 平成25年9月 19日

対象面積 495 ni 

試掘坑 2本

発掘面積 約 14.4 ni 

調査原因 個人住宅建設

検出遺構 なし

出土遺物 なし

調査概要

本地点は遺跡の北側に位置し、字親撲する谷と呼ばれる。周辺の試掘調査では、遺構・遺物とも見つかっていな

いが、周辺の分布調査では古墳時代～中世の遺物が採集されている （高岡市教委 1999）。

試掘調査は試掘坑を 1箇所設定し、地下の状況の把握につとめたところ、現地表約60cm下にて黒褐色砂質土を

検出したが、地山の検出はできなかった。出土遺物もなく、谷の埋土が深く堆積していると考えられる。

ウ‘； j J I 
第35図 笹八口遺跡（中島地区）調査区位置図
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15.下老子笹川遺跡（中野地区）

所在地

調査期間

対象面積

試掘坑

発掘面積

調査原因

検出遺構

出土遺物

調査概要

高岡市福岡町下老子563番5

平成25年6月 26日～27日

493 rrf 

2本

約 33.15 rrf 

個人住宅建設

なし

弥生土器、古代須恵器、近世肥前陶磁器、時期不明土師器

下老子笹川遺跡は、庄川扇状地扇端部に位置する。能越自動車道と北陸新幹線の建設にともなう発掘調査の結果、

弥生後期から古墳時代の集落や水田が検出された（富山県文化振興財団2006・2013b）。

多量の土器類の他に、玉作に関連する遺物や木製品が出土しており、地域の拠点となる集落と考えられている。

試掘調査は2本のトレンチを設定し、地下の状況の把握したところ、現地表下約30～40cmで地山を検出した。

遺構は検出されなかったが、落ち込みを一部で検出している。遺物は弥生土器と古代須恵器などの小破片が出土し

ている。これらは出土状況から流れ込みの遺物と考えられる。

第36図 下老子笹川遺跡（中野地区）調査区位置図
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16.越中国府関連遺跡（山本地区）

所在地

調査期間

対象面積

試掘坑

発掘面積

調査原因

検出遺構

出土遺物

調査概要

高岡市伏木一宮 1丁目 5-9 

平成 25年7月 30日

430 rrf 

l本

約 22.4 rrf 

個人住宅建設

掘立柱建物1棟、溝7条、土坑7基、ピット 38基

弥生土器輩、古墳土師器、古代須恵器（蓋・空）古代土師器皿、中世士師器、時期不明土師器

本地点は旧一宮村に所在し、付近の小字「大塚J「五平立」に比定される。周辺では、遺構は検出されないが、

串田地区にて古代の遺物が出土している。

本地点の試掘調査は 1本のトレンチを配し、地下の状況の把握につとめたところ、地表面下約 30cm、標高約

23.0 m付近にて灰褐色の地山を検出した。東側は明確な地山が検出できないことから、盛士による平坦地の造成

を行っていると考えられる。

第37図
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17. 中曽根遺跡（道野地区）

所在地 高岡市中曽根 792、791の一部

調査期間 平成25年8月 14日

対象面積 168. 1 m" 

試掘坑 l本

発掘面積 約5ぱ

調査原因 個人住宅建設

検出遺構 なし

出土遺物 なし

調査概要

中曽根遺跡は、西神楽川などが流れ込む放生津潟付近の砂帯に立地する。間坂儀一郎氏の精力的な調査により、

字名から旧遺跡名は吉原田遺跡と呼称していた。過去の調査では、弥生～中世の遺物と遺構が確認され、主に弥生

時代の遺構が検出されている。

試掘調査は 1本のトレンチを設定し、地下の状況の把握したところ、現地表下約 70～ 80cm、標高約 1.2～ 1. 3 

m付近で、地山を検出した。遺構は検出されず、遺物は弥生土器片と時期不明土師器片が出土している。これらは出

土状況から流れ込みの遺物と考えられる。

、 II 可..＿ II .~.藁r,

第38図 中曽根遺跡（道野地区）調査区位置図
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18.井口本江遺跡（市道東側地区）

所在地 高岡市井口本江字江指廻44-2外2筆

調査期間 平成25年9月 25日

対象面積 116 rrf 

試掘坑 2本

発掘面積 約 13.54 rrf 

調査原因 道路建設

検出遺構 士坑1基、柱穴1基、溝1条

出土遺物 古代須恵器（杯B ・貯蔵具）、中世青磁、中世珠洲大輩、時期不明土師器

調査概要

井口本江遺跡は庄川左岸の微高地に位置する。平成2年の分布調査で存在が確認された。遺跡の中央を都市計画

道路能町庄川線の建設に伴う本調査などが行われ、弥生～中世の集落が検出されている。本地点は遺跡の中央に位

置し、周辺の本調査の結果弥生中期～後期の集落が見つかっている。遺跡の内容把握及び、範囲の確認を目的とし

て調査を行った。

試掘調査は2本のトレンチを設定し、地下の状況を把握したところ、遺構は土坑1基、柱穴1基、溝1条を検出

した。遺物は古代須恵器（杯B ・貯蔵具）、中世青磁、中世珠洲（大童）、時期不明土師器が出土した。遺構密度も

高く、遺物の一定量の遺物が出土していることから、平成26年度に本発掘調査を行った。
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19. 中曽根西遺跡（清水地区・女lj地区）

清水地区 文lj地区

所在地 高岡市中曽根2834 高岡市中曽根2834

調査期間 平成25年7月 11日 平成 25年 7月 11日

対象面積 200. 83 m' 202. 6 m' 

試掘坑 l本 1本

発掘面積 3. 75 m' 3. 75 m' 

調査原因 個人住宅建設 個人住宅建設

検出遺構 なし なし

出土遺物 なし なし

調査概要

中曽根西遺跡は庄川右岸の射水平野に位置し、潟湖周辺に形成された砂洲上に立地する。近年は周辺の区画整理

事業に進展により発掘調査が進み、主に弥生時代と中世に帰属する遺構が検出され、弥生時代から中世まで幅広い

時期の遺物が確認されている。

清水・文lj両地点は中曽根西遺跡の北側に位置する。清水地区の試掘調査は対象地に試掘坑を 1箇所設定し、地下

の状況を把握した。掘削した第1トレンチでは、地表面下約 120cmまで掘り下げたところ、標高約 1.1 m付近にて

灰色の地山を検出した。遺構・遺物ともに検出されなかった。刻l地区の試掘調査は対象地に試掘坑を 1箇所設定し、

地下の状況を把握した。掘削した第1トレンチでは、地表面下約 120cmまで掘り下げたところ、標高約 1.1 m付近

にて灰色の地山を検出した。遺構・遺物とも検出されなかった。

立4
第40図 中曽根西遺跡（清水地区 E 支lj地区）調査区位置図
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20.下老子笹川遺跡（篠島地区）

所在地

調査期間

対象面積

試掘坑

発掘面積

調査原因

検出遺構

出土遺物

調査概要

高岡市笹川 197番 1、197番2

平成25年 10月4日

282. 41 rrf 

1本

約 21.6 rrf 

個人住宅建設

土坑2基、溝1条

弥生土器、古墳土師器、古代須恵器、中世珠洲、近世唐津、近世越中瀬戸

下老子笹川遺跡は庄川の支流である荒又川と祖父川に挟まれた佐野台地上に立地する。遺跡東側にて能越自動車

道・北陸新幹線など大規模に本調査が行われた結果、縄文晩期の集落が営まれ、その後弥生後期～古墳前期にかけ

ての時期の大規模な拠点集落が検出されている。

本地点は当遺跡の北西部にあたる。試掘調査は対象地に試掘坑を 1箇所設定し、地下の状況の把握したところ、

遺構は溝1条と土坑2基が検出され、遺物は弥生終末期～古墳前期の弥生土器・古式士師器片と古代須恵器蓋、中

世珠洲署、近世越中瀬戸小片、近世唐津碗片が出土した。

地表面下約 50cmまで掘り下げたところ、標高約 16.5～ 16. 6 mにて遺構検出面を確認した。遺構は、溝1条と

土坑2基を検出した。遺物は弥生土器・古式土師器片と古代須恵器蓋、中世珠洲費、近世越中瀬戸小片、近世唐津

碗片が出士した。溝1からは弥生土器・古墳土師器が数点出土している。これらのことから、 トレンチ中央の溝1

は弥生後期～古墳前期に帰属すると考えられる。

第41図 下老子笹川遺跡（篠島地区）調査区位置図
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21.戸出光明寺東遺跡（脇田地区）

所在地 高岡市戸出古戸出 36 5' 36 3、38 3、2012

調査期間 平成25年8月20日

対象面積 603 rrf 

試掘坑 1本

発掘面積 16 rrf 

調査原因 コンビニエンスストア建設

検出遺構 なし

出土遺物 なし

調査概要

本地点は遺跡の東端に位置する。平成 12年度の石倉地区においては、遺構の検出はないが、土師器の出土があ

る。戸出光明寺東遺跡の北西には、嘱波郡杵名蛭荘の比定地と考えられる。戸出古戸出遺跡が所在する。

対象地に計1本のトレンチを配し、地下の状況の把握につとめたところ、地表面下約 1.2～1. 3 mまで掘り下げ

たが地山は検出されず、造成土が厚く堆積していた。遺構は検出されず、遺物の出土もなかった。

第42図 （脇田地区）調査区位置図
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22. 越中国府関連遺跡（大菅地区）

所在地 高岡市伏木古府3丁目 424番9

調査期間 平成25年 10月29日

対象面積 256. 96 m' 

試掘坑 l本

発掘面積 約 16m' 

調査原因 個人住宅建設

検出遺構 なし

出土遺物 なし

調査概要

本地点は遺跡の中央に位置し、旧古府村字東上野又は尻谷に所在する。中世の白山経塚に近く、周辺は宅地化が

進み地形は改変されている。近隣の過年度の試掘調査では、遺物の出土はあるものの遺構は見つかっていない。

試掘調査は対象地に試掘坑を 1箇所設定し、地下の状況の把握したところ、本日掘削した 1箇所の試掘坑からは、

遺構は検出されず、遺物も出土もなかった。地表面下約 80～90cmまで掘り下げたところ、標高約 14.0～14.3 m 

付近にて褐灰色の砂磯混じりの地山を検出した。盛土の下に粘土質の褐色土があり、宅地造成時に撹乱を受けてい

ると考えられる。また地山も砂磯を含むものであり、遺構面は削平されていると考えられる。
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23.越中国府関連遺跡（折田地区）

所在地 高岡市伏木矢田上町152番地

調査期間 平成25年8月 12日

対象面積 334. 63 m' 

試掘坑 l本

発掘面積 約 21.4 m' 

調査原因 個人住宅、駐車場建設

検出遺構 なし

出土遺物 なし

調査概要

本地点は旧矢田村大字座脇に比定される。周辺の調査結果では、遺構・遺物とも見つかっていない。試掘調査

は対象地に試掘坑を 1箇所設定し、地下の状況の把握につとめたところ、現地表約 20～30cm下の標高約 19.5～ 

19. 7 m付近にて褐色の地山を確認した。遺物の出土はなく、遺構は検出されなかった。

帯／

ベ主主；l~了勝機：~<t~ ？＝，プ~＇，.＿ ＂~ 2~0m 
第44図 越中国府関連遺跡（折団地区）調査区位置図
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24. 中曽根西遺跡（倉谷地区）

所在地 高岡市中曽根 1180番地 外 18筆

調査期間 平成25年8月26日～ 27日

対象面積 1, 724 m' 

試掘坑 3本

発掘面積 約 79.04 m' 

調査原因 コンビニエンスストア建設

検出遺構 土坑2基、溝2条

出土遺物 弥生土器、近世越中瀬戸、近世肥前陶磁器

調査概要

本地点は遺跡の中央にあたる。平成 15年度に北側を県道能町姫野線建設に伴う本調査を行い、弥生中期から後

期の集落と墓域が見つかっており、その後古代から中世においても遺物が確認されている （高岡市教委2005b）。

試掘調査は対象地に3本のトレンチを配し地下の状況の把握したところ、現地表約 50～60cm下にて灰色の地山

を確認した。試掘坑からは土坑2基、溝2条が検出され、遺物は弥生土器（中期～後期）、近世越中瀬戸、近世肥

前陶磁が出土した。

遺物は弥生土器の査が主体を占め、近世の遺物は数点出土するにとどまる。溝出土の弥生土器も確認でき、弥生

中期～後期の溝と考えられる。全体に耕作による影響を受けているものの、遺構の広がりが推定される。

包，F
’
 
，，
 
，，
 

守司4‘i’－－』『』h -
a同
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25.守山城跡（消防無線基地局地区）

所在地 高岡市東海老坂二上山公園城山地内

調査期間 平成25年9月 11日

対象面積 97. 657 rrf 

試掘坑 l本

発掘面積 約 16.96 rrf 

調査原因 消防無線基地局建設

検出遺構 なし

出土遺物 なし

調査概要

本地点は守山城跡の本丸の入り口部分に位置する。平成 19年度に本地点の南西側にて試掘調査を実施した結果、

溝状遺構が検出されており、本丸外側の堀の可能性が示される（高岡市教委2009）。

試掘調査は対象地に2本のトレンチを配し地下の状況の把握したところ、試掘坑からは遺構は検出されず、遺物

の出土もなかった。

第1トレンチでは、地表面下約 lOOcmまで掘り下げたが地山は検出されず、近現代の造成土が厚く堆積している

ことが判明した。また、鉄塔から本丸にかけて設定した第2トレンチでは地表面下約 lOcm、標高約 253.4 m付近

で地山を検出した。現代の電柱の埋設線等により撹乱を受けていた。

第46図 守山城跡（消防無線基地局地区）調査区位置図
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26.石名瀬A遺跡（市道地区）

所在地 高岡市和田 1306

調査期間 平成25年 10月 23日～ 24日

対象面積 290 m" 

試掘坑 l本

発掘面積 約 57.51 m" 82 

調査原因 市道建設
0 5 10cm 

検出遺構 土坑1基、溝3条
卜ー下 7一一T一一ト一一一一一一一一一一一寸

出土遺物 弥生土器、古墳土師器、古代須恵器 第47図 石名瀬A遺跡出土遺物実測図（1/3)

調査概要

本地点は、石名瀬A遺跡の南側と西佐野千代遺跡の北側の隣接地となる。本地点の北側は、県道高岡環状線建設

の本調査にて、弥生時代～古墳時代の集落・墓域や古代～中世の集落跡等が検出され、古代の祭把関連を含む遺物

も多量に出土している（高岡市教委2012）。

対象地に計1本のトレンチを配し地下の状況の把握につとめたところ、現地表面下 50～ 70cm付近にて遺構を確

認した。

調査地東側において南北方向の溝が3条、西側では土坑1基が検出された。そのうち溝1・2は幅約4～6m、

深さ約 50cm程度を測る。遺物は溝1からは弥生土器、古墳土師器、古代須恵器壷が出土した。溝2からは弥生土器、

古墳土師器が出土し、その他表土から弥生土器、古墳土師器が出土している。これらの溝は、過去に本発掘調査で

検出された溝に続くと考えられ、遺物を多く含む溝等が本地点に広がることが判明した。

第48図 石名瀬A遺跡（市道地区）調査区位置図
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27. 中保B遺跡（坂森地区）

所在地 高岡市中保 1294

調査期間 平成 25年9月6日

対象面積 370 m' 

試掘坑 1本

発掘面積 約 21.45 m' 

調査原因 福祉施設建設

検出遺構 なし

出土遺物 なし

調査概要

中保B遺跡は、庄川の支流である祖父川左岸の佐野台地上に立地する。周辺の試掘結果では古代・中世の遺構と

遺物が見つかっている。西高岡駅南東側と区画整理による本調査の結果、古代の船着き場と倉庫群と考えられる遺

構群が検出されている。

本地点は遺跡の中央に位置する。試掘調査は対象地に試掘坑を1箇所設定し、地下の状況を把握したところ、遺

構は検出されず、遺物の出土もなかった。地表面下約 50～60cmまで掘り下げたところ、標高約 12.6 m付近にて

灰色の地山を検出した。東側端部にて深堀をかけたところ、地表面下約 lOOcm程度で灰色の地山を検出した。現祖

父川に向かつて標高が低くなると想定される。

l・¥l・i什！
第49図 中保B遺跡（坂森地区）調査区位置図

-55-



28.下老子笹川遺跡（高田地区）

所在地 高岡市福岡町下老子343-2 

調査期間 平成25年9月25日

対象面積 202 rd 

試掘坑 1本

発掘面積 約 16.2 rd 

調査原因 個人住宅建設

検出遺構 溝2条

出土遺物 弥生土器、古墳土師器

調査概要

本地点は当遺跡の南西部にあたる。試掘調査は対象地に試掘坑を 1箇所設定し、地下の状況の把握したところ、

遺構は溝2条が検出され、遺物は弥生終末期～古墳前期の弥生土器・古式土師器（察、査、高杯、器台）が出土した。

地表面下約40cmまで掘り下げたところ、標高約 17.9 mにて褐色の地山と遺構検出面を確認した。遺構は、構2

条を検出した。双方とも立ち上がりが明確でないが、東西軸の褐色士の溝（古段階）が南北軸の黒褐色土の溝（新

段階）に切られる。遺物はトレンチ南側にて状態のよい弥生土器・古墳土師器（布留併行）が出土した。その他散

発的に弥生土器、古墳土師器が出土した。

第50図 下老子笹川遺跡（高田地区）調査区位置図
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29.越中国府関連遺跡（山崎2地区）

所在地 高岡市伏木古国府717番 2～5、717番7、721番

調査期間 平成25年9月17日～ 18日

対象面積 6, 057. 20 rrl （うち掘削可能面積約 1,600 rrl) 

試掘坑 1本

発掘面積 約 45rrl 

調査原因 幼稚園建設

検出遺構 なし

出土遺物 なし

調査概要

本地点は旧古国府村に所在し、勝興寺の北に隣接する台地辺縁部にあたる。付近の小字「原田」に比定される。

既往の調査では、古代の遺構や遺物を確認しており勝興寺境内の発掘調査も含め、古代・中世の遺構の存在が把握

されるようになった。勝興寺周辺は国庁推定地であることから、流れ込みの遺物の存在や地形の変換点が想定され

た。

試掘調査は対象地に試掘坑を2箇所設定し、地下の状況の把握したところ、掘削した2箇所の試掘坑から遺構の

検出はなく、遺物の出土もなかった。

平成24・25年度の調査結果をまとめると、北側・赤坂谷方向に向かつて標高が下がる地形変換点が確認でき、

近現代に盛土による地形改変が実施されていることが判明した。また、古代・中世の遺物はほとんど含まず、遺物

の流入は確認できなかった。このことから、現存する北側に現存する土塁により遺物の流出が留められて、勝興寺

境内に残っている可能性がある。
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30，越中国府関連遺跡（奥村地区）

所在地 高岡市伏木一宮1丁目 163番、 164番、 165番、 166番

調査期間 平成25年 10月9日（水）～ 10月 18日（金） 6日間

対象面積 1003. 85 ni 

試掘坑 4本

発掘面積 約 71.9 ni 

調査原因 個人住宅建設

検出遺構 溝 1条

出土遺物 古代瓦片、古代須恵器、古代土師器、中世珠洲、中世土師器

調査概要

本地点は遺跡の中央に位置する。旧一宮村字五平立ないし熊野に比定される。過年度の高岡市教委による試掘調

査では、明確な遺構は発見されておらず、平成 17年度に串団地区にて遺物の散布が見られる程度である。試掘調

査は対象地に試掘坑を4箇所設定し、地下の状況の把握したところ、 4箇所の試掘坑からは、遺構は溝が検出され、

遺物は古代瓦片、古代須恵器・土師器、中世珠洲、中世土師器（図版三四掲載）が出土した。

本地点で検出された幅の大きい溝1は、少なくとも2層の溝の底が土層断面に残されており、それらは国府が機

能していた時期であると考えられる。特徴は2点あり、 1点目は遺物の出土量が少ないこと、 2点目は強粘質の埋

土ではないことから、常に水が帯水している状態ではなかったことが推測される。また、葦などの自然堆積は含ま

れないことから、国府の整備時期から維持・管理された溝であることが想定される。
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本地点付近の五平立・熊野は古岡英明氏の推定によれば、国府の役人が居住する館や、国分尼寺が想定されてお

り、以前から古代瓦が採取されていた。これらのことから、国分尼寺や国府の各地に所在した施設に関連する溝の

可能性が指摘でき、国府の区画を理解する上で重要な遺構と考えられる。溝1を完掘し、記録保存を行った。
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1: 10YR4/1褐灰色砂質シルト
2:2.5Y5/l 黄灰色砂質シルト
3:2.5Y7/3 浅黄色砂質シルト
4:10YR5/1褐灰色砂質シルト
5:2.5Y7/l 灰白色砂質シルト
6:5Y6/l 灰色砂質土
7:5Y6/l 灰色粘質土
8 :5Y6/l 灰色砂質シルト
9:5Y6/2 灰オリーブ、色砂質シルト

10: 10YR6/2灰黄褐色砂質シルト
11: 5Y6/2 灰オリーブ、色砂質シルト
12: 10YR5/l褐灰色粘質士

13: 10YR5/l褐灰色砂質シルト
14:2.5Y4/l 黄灰色粘質土
15:5Y6/l 灰色砂質シルト
16:5Y5/l 灰色粘質土
17:10YR5/2灰黄色砂質シルト
18:5Y6/l 灰色砂質シノレト
19:10YR5/3にぶい黄褐色砂質シルト
20:7.5Y6/l 灰色粘質土
21 :5Y6/l 灰色粘質土
22: 10YR7 /1灰白色砂質シルト
23 :2.5Y5/2 暗灰黄色砂質シノレト
24:2.5Y4.l 黄灰色砂質土

第53図越中国府関連遺跡（奥村地区）平面図・断面図
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31.越中国府関連遺跡（秦地区）

所在地 高岡市伏木東一宮1 10 

調査期間 平成25年 10月 22日

対象面積 158. 38 m' 

試掘坑 l本

発掘面積 約 16.65 m' 

調査原因 個人住宅建設

検出遺構 なし

出土遺物 縄文土器、中世珠洲善、時期不明土師器

調査概要

本地点は1日古田府村字串ヶ館に比定され、勝興寺の寺内町の台地上に立地する。付近の調査事例は少なく、遺構・

遺物ともに確認されていない。小矢部川河口や二上山が望める眺望の良い場所である。

対象地に計2箇所のトレンチを配し、地下の状況の把握したところ、現地表面下約 60cm付近にて地山を検出し

た。遺構は検出されなかったが、遺物は表土・撹乱土から縄文土器（中期～後期）、中世珠洲（饗）、時期不明土師

器、近世肥前陶磁が出土した。

第1トレンチでは、現地表面下約 60cmにて地山を検出した。第2トレンチにおいても同様であり、現況の斜面

や地形に大きな変化はないと考えられる。

第54図 越中国府関連遺跡（秦地区）調査区位置図
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32. 山園町遺跡（柿谷地区）

所在地 高岡市二上字院内484-5 

調査期間 平成25年 10月31日

対象面積 223. 68 rrf 

試掘坑 2本

発掘面積 約 7.9 rrf 

調査原因 個人住宅建設

検出遺構 なし

出土遺物 なし

調査概要

本地点、は遺跡の南西に位置する。既往の調査では山麓斜面で横穴墓や基壇状遺構などが見つかっている。出土遺

物の多くは中世であり、一部古代の遺物も見つかっている。

対象地に試掘坑を2箇所設定し、地下の状況の把握したところ、遺構・遺物は確認できなかった。

西に設定した第1トレンチでは、地表面下約60～70cm、標高約 5.7～5.9 m付近で褐灰色の地山を検出した。

東に設定した第2トレンチでは、地表面下約 40cmで地山を検出している。宅地造成時に盛土・整地していること

から、団地内の宅地下にも遺構が残っている可能性がある。

第55図 山園町遺跡（柿谷地区）調査区位置図
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33.越中国府関連遺跡（ホームサポートオダケ地区）

所在地 高岡市伏木古府二丁目 237番1

調査期間 平成25年 11月 1413 

対象面積 204. 29 ni 

試掘坑 l本

発掘面積 約6rrf 

調査原因 個人住宅建設

検出遺構 なし

出土遺物 なし

調査概要

本地点は遺跡の中央に位置し、旧古府村字窪木に所在する。勝興寺西側には浅い窪地があり、その周辺に小高い

平地が広がる。周辺における既往の試掘調査では、遺構・遺物は検出されていない。

試掘調査は計1本のトレンチを配し地下の状況の把握につとめたところ、現地表面下約 70～80c皿、標高約

12. 3 m付近にて褐灰色の地山を検出した。遺構の検出はなく、遺物は古代須恵器（壷・奮・杯）、古代土師器（杯・

奮ほか）、時期不明土師器が出土した。

北側の第1トレンチでは、深さ約 50cm程度の褐色土より古代の遺物が出土した。このことから、古代の遺物包

含層が一体に広がっていると考えられる。

第56図
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34.井口本江遺跡（再開発地区4)

所在地

調査期間

対象面積

試掘坑

発掘面積

調査原因

検出遺構

出土遺物

調査概要

高岡市井口本江地内

平成26年1月31日～3月24日

5, 813 rd 

7本

約238.36 rd 

土地再開発

土坑3基、ピット 3基、溝2条

古代須恵器、古代土師器、中世珠洲、近世越中瀬戸、時期不明士師器

本地点は遺跡の北側に位置する。試掘調査は7本のトレンチを設定し、地下の状況を把握したところ、遺構は土

坑3基、ピット 4基、溝3条を検出した。遺物は古代須恵器・土師器、中世珠洲などが出土した。遺構は遺跡西側

を中心に確認され、南北方向に走る溝状遺構と、溝周辺に土坑、ピットが検出された。遺構に伴う遺物はなかった。

周辺地形は大きく三分され、東西に北側に張り出した微高地と中央の低地（谷部）に分けられることが考えられ

る。県道能町庄川線は東側の微高地上の集落であり、本地点西側の遺構群は西側微高地に広がる遺構群となる。現

地表の標高 lOm付近まで中央の低地が入り込み、付近から弥生中～後期の集落が検出されている。これらの結果か

ら、遺跡中央から南側には縄文晩期の自然流路や弥生中期、古代の集落が、遺跡北側の微高地端部には中世～近世

の集落が広がっていると考えられる。

第57図

-63-



35.北木津遺跡（金山不動産地区）

所在地

調査期間

対象面積

試掘坑

発掘面積

調査原因

検出遺構

出土遺物

調査概要

高岡市木津625番1、626番1

平成25年 12月 17日

1, 816 ni 

l本

約86.24 ni 

宅地造成

土坑3基、ピット 3基、溝2条

古代須恵器、古代土師器、中世珠洲、近世越中瀬戸、時期不明土師器

本地点は遺跡の北側に位置する。周辺における既往の調査では、遺構の検出例はなく、主に中世の遺物が出土し

ている。

対象地に計1本のトレンチを配し地下の状況の把握につとめたところ、現地表面下約20～30cm、標高約5.7～5. 9 

m付近にて灰褐色の地山を検出した。遺構は検出されず、遺物は近世唐津片が出土した。近辺に生活の痕跡が見ら

れないことから、流れ込みの遺物と考えられる。
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36. 中木津遺跡（市道南側地区）

所在地 高岡市木津 1003番地3外

調査期間 平成26年2月 19日

対象面積 712 rrf 

試掘坑 1本

発掘面積 約 82.8 rrf 

調査原因 道路建設

検出遺構 土坑・穴 11基、溝6条

出土遺物 古代須恵器（杯・壷・瓶類）

調査概要

中木津遺跡は、祖父J11と千保川に挟まれた微高地に位置する。区画整理による本調査では、主に古代～中世・近

世の集落が検出されている。

本地点は遺跡の南東側に位置する。試掘調査は対象地に1箇所の地下の状況の把握したところ、遺構は土坑・穴

1 l基、溝6条を検出した。遺物は古代須恵器杯1点、壷・瓶類1点が出土した。

地表面下約 20～30cmまで掘り下げたところ、標高約 11.0～ 11. 1 m付近にて黄褐色の遺構検出面を確認した。

溝は東西軸、南北軸の幅員の狭し、小規模なもので、士坑・穴は主に北西側で検出した。

これらのことから、遺跡南東側に遺構群の広がることが判明した。広範囲で地下の埋蔵文化財を破壊する恐れがあ

るため、平成26年度に本発掘調査を実施した。
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37.東木津遺跡（市道地区）

所在地

調査期間

対象面積

試掘坑

発掘面積

調査原因

検出遺構

出土遺物

調査概要

高岡市佐野853番地3外

平成26年1月29日～3013' 2月20日～21日

2, 086 rrf 

5本

約246.5 rrf 

道路建設

土坑 12基、柱穴1基、溝10条、落ち込み1箇所

古代須恵器（杯B・審）、中世土師器皿、時期不明土師器

東木津遺跡は、祖父川と千保川に挟まれた微高地に位置する。古代を中心とする集落遺跡であるが、官街的な遺

構・遺物もあり、荘園や古代の役所との関連が指摘される遺跡である。

本地点は遺跡の北西に位置し、中木津遺跡と接する。試掘調査は対象地に試掘坑を5箇所設定し、地下の状況の

把握に努めた。掘削した5箇所の試掘坑からは、遺構は土坑 12基、柱穴1基、溝 10条と落ち込み1個所を検出し

た。遺物は古代須恵器（杯B・覆）、中世土師器皿、時期不明土師器5点以上が出土した。対象範囲のうち北側に

て多くの遺構・遺物が確認された。

柱穴や小規模な土坑が多く検出されていることから、掘立柱建物が存在する可能性がある。土坑9は性格不明で

あるものの、一部柱穴のような落ち込みが確認される。土坑16は中世土師器が出土していること、また包含層中・

表土中に古代の遺物があることから古代・中世の集落が存在する可能性が高い。平成26年度に本発掘調査を実施

した。

-66-



38.上野B遺跡（向井地区）

所在地 高岡市福岡町上野70番の一部

調査期間 平成26年2月 17日

対象面積 557. 44 rrf 

試掘坑 2本

発掘面積 約 10.5 rrf 

調査原因 個人住宅建設

検出遺構 なし

出土遺物 なし

調査概要

上野B遺跡は、小矢部川左岸の台地上に所在する縄文前期・中期の散布地である。西に接する上野A遺跡では、

縄文前期～中期の縄文土器が台地上で表採され、町道建設の際にも出土している。

本地点は遺跡の中央に位置する。周辺は遺跡の西側の旧福岡町の町道の建設に伴う試掘調査と、県道 32号線沿

いの崖線の倉庫の建設時に試掘調査を行ったが、遺構・遺物は見つかっていない。

試掘調査は対象地に試掘坑を2箇所設定し、地下の状況の把握したところ、本日掘削した2箇所の試掘坑から遺

構は検出されず、遺物の出土もなかった。

、／
第61図上野B遺跡（向井地区）調査区位置図
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39.江尻C遺跡（高野地区）

所在地 高岡市江尻字村中 705番、 706番

調査期間 平成26年2月25日

対象面積 137. 6 rd 

試掘坑 1本

発掘面積 約 5.52 rd 

調査原因 個人住宅建設

検出遺構 なし

出土遺物 なし

調査概要

本地点は遺跡の南に位置する。本遺跡は調査履歴がなく、初の試掘調査となる。遺跡北側には、白山比時（ひめ）

神社が所在し、遺跡周辺は周辺に比べて微高地状に高くなる。周辺遺跡の調査では、古代須恵器、古代土師器の出

土が確認されている。

対象地に計1本のトレンチを配し地下の状況の把握につとめたところ、現地表面下約 10～15cm、標高約6.3m 

付近にて地山を検出した。下層確認のため、現地表面下約 80cmまで掘削したが、褐色・黒褐色の砂質土が続き、

変化は見られなかった。遺物・遺構ともに検出できなかった。
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40.蓮花寺遺跡（松下地区）

所在地 高岡市蓮花寺644 1 

調査期間 平成26年2月27日

対象面積 1, 254 n:f 

試掘坑 l本

発掘面積 約 102n:f 

調査原因 集合住宅建設

検出遺構 溝1条

出土遺物 なし

調査概要

蓮花寺遺跡は平安時代から中世にかけての散布地である。遺跡範囲内には、市指定文化財である古代の鉄鉢や中

世の宝僅印塔が伝えられる真言宗等覚山蓮華寺が所在している。近隣の調査では、遺構・遺物は見つかっておらず、

遺物は分布調査時に確認されたもののみである（高岡市教委 1996b・2009他）。

本地点は遺跡の北西に位置する。対象地に計1本のトレンチを配し地下の状況の把握にっとめたところ、現地表

面下約 30cm、標高約 7.3m付近で検出面と地山を検出した。遺物は溝1条を検出し、遺構の出土はなかった。調

査区東側にて北東一南西方向に走る幅4m程度の溝を検出したが、出土遺物はなかった。

金

主主h邑

第63図 蓮花寺遺跡（松下地区）調査区位置図
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41. 鷲北新遺跡（あかね会2地区）

所在地

調査期間

対象面積

試掘坑

発掘面積

調査原因

検出遺構

出土遺物

調査概要

高岡市鷲北新字村上 192、193 1、196 1 

平成26年3月24日

809. 10 rrf 

4本

約 44.05 rrf 

福祉施設建設

土坑7基

弥生土器、古墳土師器、古代須恵器（杯他）、時期不明土師器

鷲北新遺跡は、小矢部川と庄川に挟まれた標高約5mの微高地に位置する。平成8年度に弥生～中世の集落が見

っかり、平成25年度に能町地区で初となる弥生終末期～古墳前期の方形周溝墓や古代・中世の遺構が本発掘調査

で見つかった。

本地点は遺跡の西端にあたる。試掘調査は対象地に試掘坑を4箇所設定し、地下の状況の把握したところ、 2箇

所の試掘坑から土坑7基、溝数条が検出され、遺物は弥生土器・古墳土師器 12点以上、古代須恵器2点、時期不

明土師器数点が出土した。

対象地北側では土坑7基、溝1条を検出した。いずれも深さは浅い。一部の士坑から弥生土器や時期不明土師器

が出土した。その他、灰褐色土から弥生土器・古墳土師器が8点以上、古代須恵器杯1点・器種不明 1点が出土し

た。本地点は墓域ではなく、弥生終末期～古墳時代前期の集落や古代の集落が北側に広がっている可能性がある。

第 64図 鷲北新遺跡（あかね会2地区）調査区位置図
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42.石堤長光寺遺跡（織田地区）

所在地 高岡市石堤 599、600、601

調査期間 平成26年3月6日

対象面積 241 rd 

試掘坑 1本

発掘面積 約 11.05 rd 

調査原因 駐車場建設

検出遺構 土坑1基、柱穴1基、 i茸

出土遺物 中世珠洲大警、時期不明土師器、越中瀬戸、措り鉢

調査概要

本地点は遺跡の南東の隣接地に位置する。既往の試掘調査では、弥生後期の土器溜まりや古代の集落、中世の遺

物散布地が確認されている（高岡市教委 1996b・2005a）。

本地点の試掘調査は計1本のトレンチを配し地下の状況の把握につとめたところ、現地表面下約 70cm付近で、遺

構面を検出した。遺構は土坑1基と柱穴1基、 j茸数条を検出した。遺物は中世珠洲・奮、近世越中瀬戸・播鉢、時

期不明土師器が出土した。

本地点の調査により、遺跡範囲外へ遺構が広がることが明らかとなった。

第65図
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平成24年度本調査越中国府関連遺跡牧野地区遺物観察表

番号 出土遺構 器種
大きさ

色調 瞳成胎土 器形・成形・文様調整の特徴 残存率 備考（）向は復元残存

須恵器 口融部径11.9cm 内外面灰白色（5Y8/l) 桂成良

1 
B区

杯A 器高3.2cm 胎土密 外内面面回は転朱墨ナ付デ着、底か部。ヘラ切り。内面回転ナデ。底面墨書あり。 1/5以下
SDlOl 

底部径7.0cm

須車器 口融部在13.4cm 内斜面！OYRl/l（灰白色） 焼成良

2 
B区

杯蓋 器高3.5cm 胎土密
外面つまみ貼付時ナデ、へラ切り後ナデ、回転ナデ。内面回転

ほぽ完形SD IOI ナデ。
底部径

須恵器 日韓部控13.0cm 外面 10YR6/l（褐灰色） 地成良
l車長周耳目安黒fつ l明 ム回 付着。外商BIR 

3 
SDIOl 杯蓋 器高（2.1咽） 内面 10YR6/l（褐灰色） 胎土密 ｜デ、へ手切り桂ナデ回転ナテ円

1/4以下

車部径

須恵器 口融部径16.0cm 外面 10YR6/l（褐灰色） 焼成良

4 
B匡

杯蓋 器高（l.5cm) 内面 10YR6/l（褐灰色） 胎土密 転回用転覗ナ。デ朱。墨内面（2.回SY転5／ナ6デ明ロ赤褐色）付着。外面へラ切り後ナデ 1/8以FSDlOl 

底部桂

須恵器 口融部荏 内外面黄櫨色（！OYR>/6) 焼成不良・生焼

5 
B区

杯A 器高（5.3crn) 胎土やや粗 外部タ面ー回ル転付ナ着デ。、底部へラ切り。内面回転ナデ。器商磨耗。口韓 ほほ完形
SKOS 

底部桂

須意器 口融部在13.6crn 外面灰色（7.5Y6/l) 焼成良

6 
B区

杯4 器高4.3cm 内面灰色（7.5Y6/l) 胎土密 外面回転ナデ、回転へラ切り。内面回転ナデ。 1/3以下
SKOS 

底部荏7.8cm

調恵器 堤径一 外面灰黄色（2.5Y6/2) 桂成良
硯面のは脚ナ部デ。。外脚面部をは上面に取向り、け脚て部慎の成中し央てにお筆り立外て面のす穴べがて穿に羽自。然上

7 
B区

円面磁か 器高（8.0cm) 胎土密 1/10以下SDlOl 

最大幅（2.8叩）
軸が施軸L

現曹器 硯径15.2cm 外面黄灰（2.5Y4/l) 焼成良
外交面4簡回所転かナ。デ自熱沈軸線全2条体。外内面面全回体転にナ施デ軸。九遣硯し面孔に長降楕灰円付形着を。直8 

BIR 
円面硯 堤径14.4cm 胎士密 1/6以下

SDlOl 
器高（6.0cm)

海に墨付着、使用痕あり。

土師器 口縁部窪12.0m 外面燈色（5YR1/8) 桂成やや良

9 
BIR 

椀 器高3.6cm 胎土密
外面磨面耗田転。ナデ、ケズリへラ切り九内面回転ナデ。内外面器 2/3！｝下

SD101 

底部笹6.0rm

土師器 口融部桂ll.4叩 外面浅黄燈色（！OYRB/4) 焼成やや良

10 
BIR 

椀 器高3日cm 胎土密
外面回転ナデ底部回転糸切り。内面回転ナデ。内外面器面

ほぽ完形
SK05 磨耗。

底部怪＇・＇＂

土師器 口融部樫ll.7cm 外面にぷい撞色（5YR7/4) 焼成やや不良

ll 
B区

杯A 器高3.6rrn 胎土密 内外面回転ナデ、底面回転糸切り。内外扇磨耗九 2/3以下SD101 

底部桂7.3cm

土師器 口融部撞ll.4cm 内外面浅黄櫨色（!OYRR/4) 焼成やや良

12 
8区

備 器高3.Scm 胎士密 内外面回転ナデ、底薗回転へラ切り。 1/5以下SKO!i 

底部在4.6叩

土師器 口融部径11.4岨 内外面にぶい黄檀色（！OYRF/4) 焼成やや艮

13 
B区

椀 器高4.2cm 胎土密 内外面回転ナデ、底面回転へラ切り。内外面器面磨耗ゐ 2/3以下
SKO~ 

底部桂2.2cm

土師器 口融部径ll.2cm 内外面灰白色（！OYR6/4) 焼成良

14 
B区

皿 器高3.0咽 胎土密 外デ。面内ロ外クロ面ナ器デ面、磨高耗台。貼付時ナデ、回転糸切り九内面ロクロナ 1/3以下
SK05 

底部笹6.2cm

土師器 口融部径15.0cm 内外面檀色（5YR6/8) 桂成やや不良

15 
B区

1椅 器高5.lcm 胎土密
外面磨面耗回ら転ナデ、へラ切り九内面ミガキ、回転ナデ。内外箇器 1/4以下

SK05 
底部径8.0.. m 

土師器 口融劃l佳12.0m 内外面浅黄燈色（！OYR8/3) 療L成やや不良
16 B区

椀 嵩高3.9cm 胎土密 外面回転ナデ、回転糸切り。内面回転ナデ。内外面器面磨耗。 1/3以下
SK05 

底割程4.5cm

土師器 口融部桂14.4cm 内外面灰白色（！OYRR/4) 廃品やや良

17 
B区

椀 器高6.6cm 胎土やや粗 外デ。面内回外転面ナ器デ面高磨耗台貼。付時ナデ回転へラ切り。内嵐回転ナ 1/4以下SK05 

底部径日.Ocm

土師器 口縁部経 内外面浅黄燈色（！OY問／3) 焼成やや不良

18 
B区

皿 器高（4.5"cm) 』合土やや密 列国回転ナデ、回転糸切り。内面ナデ。 1/3以下
SKOS 

底部在（4.4cm)

調恵器 口融部径一 内外面黄灰色（2.5Y6/l) 焼成良

19 
B区

費 器高（8.2cm) 胎土密
外熱面軸誼付着状。文、沈線文2条、ヨコナデ。内面ヨコナデ。内外面に白 1/12以下

SKOS 

底部世

須恵器 硯径14.4cm 内外面灰色（N6/l) 焼成良

20 B匡
円面硯 堤桂18.0cm 胎土密 外回転面回ナ転デナ、使デ用、三痕角あり状。（矢印状）刻印。内面ナデ。硯面凸面 1/5！｝下

SKO? 

器高（3.5cm)

須恵器 口融都窪 外面灰黄色（2.5Y6/2) 焼成良

21 
B区

杯蓋 器高（3.7om) 胎土密 外面つまみ貼付時ナデ、ケズリ、回転ナデ。内面回転ナデ。 1/5以下
SK12 

底部径

須恵器 日縁部桂 外面青灰色（5BG5/l) 焼成良

2? B区
杯、B 器高（2.5cm) 』台土密

外デ。面回転ナデ、高台貼付時ナデ、回転へラ切り。内面回転ナ
1/8以下

SK12 
底部径8.6cm

調恵器 口融部楼10.8岨 内外面灰色（N6/l) 桂成良

23 
B区

杯cB 器高4.lcm 胎土密
外面回転ナデ、底部回転ヘラ切り、高台貼付時ナデ。墨書”川n

＂ぽ完形SK12 1文字。内面回転ナデ。
墨書土器 底部径5.Scm

須恵器 口縁部径15.7cm 内外面灰白色（7.5Y7/l) 暁成良

24 
B区

杯B 器高6.4cm 胎土密
外面回転ナデ、底部へラ切り、高台貼付時ナデ。内面回転ナ

ほぽ完形
SK12 ア。

底部径10.lcm

須恵器 口融部径一 内外面にぷい黄櫨色（!OYR7/4) 焼成不良

'" 
BIR 

杯A 器高（2.6岨） 胎土密 外面回転ナデ、底部回転へラ切り。内面回転ナデ。 1/3以下
SK17 

（転用硯） 底部在9.6cm

土師器 口融部程一 内外面浅黄檀色(lOYR8/4) 焼成やや不良

26 
B匡

椀°＇壷 器高（2.3cm) 胎士密 外函回転ナデ、底部回転糸切り。内面回転ナデ。 底部1/3以下SK2?. 

底部窪5.8岨

士師器 口融部桂 内外面浅黄燈色（！OYRB/3) 焼成良

27 
B匡

椀 器高（！.Bern) 胎土密 底部高台貼付時ナデ、回転糸切り。内面回転ナデ。 1/6以下
SK16 

底部桂8.0叩

須恵器 ロ縁部在ll.7m 外面灰白色（7.5Y5/l) 焼成良

28 
BIK 

杯A 器高4.lcm 胎土密 内外面回転ナデ、底面回転へラ切り。 2/3以下
SK25 

底部径8.0rm

土師器 口縁部在15.0cm 内外面樺色（7.5YR6/6) 焼成やや良

29 
C区

師 器高4.4岨 胎土密、海綿針骨含む。 外面回転ナデ、ミガキ。内面回転ナデ。内面器面磨耗ロ 1/5以下
SK32 

底部窪7.2cm

土製品 最大長4.7cm 内外面にぶい黄櫨色（10YR7/4) 焼成良

30 
C区

土錘 最大窪3.8σn 胎土密 外面ナデ。重量 51.7g ほぽ完形
SK22 

孔径1.4cm
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番号 出土遺構 器種
大きさ

色調 焼成田胎土 器形目成形文樟調整の特徴 残存率 備考
（）向！ま復元残存

土製品 最大長6.3cm 内タ面黄撞色（7.5YR7/8) 腕＇~良
31 

B区
土錘 最大経4.4cm 胎土密 タト面ナデ。重量8.1.2g ほll'完形

SK09 
孔梓L7cm

須恵器 日韓告II径15.0cm 内外面褐灰色（1町Rf/!) 桂成良
l戸ー」 底部へラ

32 材ミB 器高（1.8cm) 』台土密
内面回転ナデ。内面朱墨

1/6以下
’冒

（転用硯） 底部停

須恵器 口糧音ll径15.6cm 内外面灰白色（!OYRS/2) 焼成やや不良

33 
cg 

本トB 器高(l.4cm) 胎土密 外国〈ラ切り後ナデ、ロクロナデ。内面ロクロナデ。 1/4以下
SK42 

底部径

須恵器 口融部径15.lcm 内外面灰色（N6/l) 焼成良

34 
B区

杯蓋 器高（2.4回） 胎土省 外面つまみ貼付時ナデ、回転ナデ。内面回転ナデ。 ほぼ完形
SD03 

底部径

須恵器 口陵部径15.4cm 内外面浅黄櫨色（!OYRS/4) 焼成やや良
A へラ切り後ナデ、回転ナデ。内面回転

35 
C区

杯蓋 器高3.0咽 胎土密
ナデ

1/2以下
SK42 

底部怪

須恵器 υ掻部符16.Scm 内外面明黄褐色(lOYl'6/6) 焼成不良
／ナlデE。~刑l ヲノ収 回転ナデ。内面回転36 

CIK 
杯蓋 器高（3.3cm) 胎土輯 2/3以下

SK42 
底部経（7.4佃）

絹紬陶器 口融部将一 内外面暗オリーブ色（7.SY1/3) 焼成良

37 
C匠

器高（2.4c田） 胎土密 外面ヨコナデ、 ~l面ミガキか。 1/10以下
SK42 

底部桂

須恵器 口縁部経11.8四 内外面灰色（7.5Y6/l) 焼成良

38 
C区

杯A 器高3.2cm 胎ート密 外面回転ナデ、底部回転へラ切り。内面回転ナデ。 1/.1以下
SK42 

底部窪8.2cm

調恵器 口縁部符（l3.7c皿） 内外面灰色（7.5Y6/l) 焼成良

" 
C区

杯H 器高（3.4岨） 胎土密 外面回転ナデ、ケズリ。内面回転ナデ。 1/8以下
SK12 

底部径

須恵器 口縁部在（16.7cm) 内外面浅黄被色（！OYRR/3) 焼誠やや不良

10 
C医

杯B 器高（5.4岨） 胎士密 内外面回転ナデ。 1/8以下
SK42 

良部径

土師器 口融部溢 内外面にぶい黄燈色(lOYR7/3) 腔成良

"' 
cg 

高杯 器高（2.2佃） 胎上密 内外面回転ナデ。暗文あり、内外面赤彩5Y6/6l憧色m 1/10以下
SK42 

庇部径

土師器 口縁部窪9.6cm 内外面浅黄櫨色(lOYRR/3)) 桂成良

12 
B区

皿 器高2.3岨 胎士密 内外函ナデ。 完形
SU3 

底部荏5.5cm

土師器 口語部径10.7cm 内外面浅黄燈色（7.5YCR/3) 佳成良

43 
B区

皿 器高2.3cm 胎土密 内少面ナデ。 完形
SU3 

底部梓6.0cm

士師器 口融部経11.0cm 内外面浅黄檀色（7.5YRE/3) 焼成良

14 
BIK 

皿 器高2.3cm 弘、土密 内外面ナデ。 完形
SD03 

底部在5.5岨

土師器 口縁部怪15.3cm 内外面浅黄櫨色(lOYRS/4) 焼成艮

45 
C区

皿 器高2.6cm 胎土筏 外面ヨコナデナデと指頭圧演。内面ヨコナデ。 1/4以下
SD05 

底部経10.4rη

土師器 口語部特15.6cm 内外面明黄縄色（10YR7/1) 桂成やや艮

46 
C区

皿 器高（3.Scm) 』台1て密 内外面回転ナデ。高台欠損。 1/5以下
SD05 

（高台付） 底部佳12.7cm

上師器 口縁部窪10.3cm 内外面にぶい黄償色（10YR6/4) 桂成良

47 皿 器高2.3cm 胎イト密 外面ヨコナデ、ナデと指頭圧痕。内面ヨコナデ。 完形

底部窪5.7阻

土師器 口縁部経10.4cm 内外面にぷい黄櫨色(lOYR7/4) 焼成良

｜煙外面付倒着転。ナデー7 j刊面回転ナデ。内外面に油41 
C区

椀 器開2叩 胎七密 ν3以下
SPfi3 

底部経5.0cm

イk師器 口縁部格9.4cm 内外面浅黄権色（10YR7/4) 焼成やや良

49 包吉層 皿 器高2.2cm 胎f:密 外面回転ナデ回転糸切り。内面回転ナデ。 ν3以下

底白切手4.4岨

十師器 口語部待10.9岨 内外面浅黄櫨色Im切／3) 焼成艮

50 包含層 相対 器高2日岨 胎ゴヒやや粗 外面回転ナデ底部回転糸切り。内面回転ナデ。 完形

底部径4.4岨

イk師器 口縁部格ll.6cm 内外商明黄褐色（10YR7/6) 焼成良

51 包吉層 材活 器高2.9cm 胎土密 内外出回転ナデ底面回転糸切り。 2/3以下

底部在4.4cm

土師器 口緯部径11.Scm 内外面にぷい黄樺色(lOYR7/3) 焼成良

52 包含層 椀 器高2.9ι皿 胎土密 内外面岡転ナデ、底面回転糸切り。口縁部に油煙付着。 1/3以下

底部在4.5cm

土師器 日縁部径11.0cm 内外面浅黄燈色(lOYR8/3) 焼成やや良

53 包吉層 楠 器高3.2cm 胎土密 内タ面回転ナデ、底面回転条切り。内外出器函磨耗。 2/3以下

底部在4.Scm

土師器 口縁部笹11.2cm 内外出にぷい瞳色（7.5YR7/4) 暁成やや不良

54 
B区

摘 器高3.5cm 胎土密 内タ面回転ナデ、底面回転糸切りc内外面器函磨耗c 1/3以下
SK05 

底部径5.6岨

土師器 口縁部径11.6cm 内外面にぶい黄燈色(lOYR6/4) 焼成良

55 包吉層 椀 器高1.9cm 胎土密 内外面回転ナデ、底曲回転糸切り。 1/3以下

底部在4日巳m

土師器 口融部在13.3c皿 内外面浅黄桂色（10YR3/3) 焼成艮

56 包含層 有海 器高4.Scm 胎土 3やや粗 内タ出回転ナデ、底面回転糸切り。 ほぽ完形

底部梓5.3cm

セ師器 口縁部伴 内外面浅黄撞色（lOYRl/3) 焼成やや良

九河函z回店転主ナデ）プム阿“一十戸一門m円 白…匂ムμ~ 57 包古層 皿 器高（3.km) 胎土続
フ内

1/3以下

底部樗6.0cm

すっ師器 口縁部符12.4cm 内外商にぷい黄樺色（10YR7/3) 蛙成良
外ナデ面伺回転ナデ高台貼付時ナデ、底部間転糸切川面｜副転5' 包含層 皿 器高3.lιm 胎土密 1/3以下

底部待7.6cm

土師器 口縁部径 内外面浅黄桂色（lOYRB/3) 焼成やや艮

59 
B区

事か 器高（4.3cm) 胎土密 内タ面回転ナデ底面糸切り痕。内外面器商磨耗。 1/3以下
SK22 

底部符4.Srn

灰紬陶器 口縁部怪 内外面灰白色（2.5Y7/l) 焼成良

施円グ軸回、外出面輯灰ヲ色ア軸。、L官同＂60 包含層 震瓶 器高（1.1") 胎土密
内外商

1/10以下

底部径
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番号 出土遺構 器種
大きさ

色調
（）向は橿元・残存

青磁 口融部径一 内外面灰白色(lOYRS/11

61 包吉層 備か 器高（l.7c叫

底部控

黒色土器 口縁部径一 外面詰黄梅色（!OYRS/3)

62 包吉層 腕 器商（l.9c叫 内面黒色

底部佳6.2cm

須恵器 口融部在（45.0cm) 内外面にぶい黄檀色（!OYR1/2) 

63 包含層 鍋 器高17.Bc叫

底部径

須恵器 口縁部径 内外面褐灰色（10YR6/1)

64 包含層 椀 器高（1.9cm)

底部荏6Acm

須恵器 口縁部径 内外面結灰色(lOG5/1)

65 也吉層 杯B 器高（！.Bern)

底部在日2cm

須恵器 口融部径 内外面灰色（5Y5/1)

" 
C区

円削硯 器高（2.2crn)SP90 
民部桂

須恵器 口縁部在15.0cm 内外国青灰色（5RG5/1)

67 包含層 円面硯 器高（4.4crn)

底部在

][ 最大長1L3cm 外面灰色（N6/1)

6F 包古眉 平E 最大幅9.Scm

最大厚3.1皿

][ 最大長13.9cm 褐灰色（10YR6/1)

69 
B区

平瓦 最大幅15.9cmSDlOl 
底部佳2.0cm

瓦 最大長8.0rm 灰白色（10YR8/1)

10 B区
平耳 最大幅12.9cmSD101 

最大厚3.2cm

瓦 最大長7.0cm 灰色（7.5Y5/1)

11 
C区

平瓦 最大幅JO.OrmS[;C.'i 

最大厚2.5cm

瓦 最大長6.8cm 灰白色（lOYRB/2)

12 
B区

平瓦 最大幅8.lcmSKC.'i 
最大厚2.2cm

][ 最大長8.8cm 灰黄褐色（10YR5/2)

13 
B区

平E 最大幅日.5cm
sr::r~ 

最大摩2.8cm

][ 最大長22.0cm 淡黄色（2.5¥8/4)

14 
B区

平瓦 最大幅11.6cmSDlOI 
最大厚3.0rm

瓦 最大長12.4cm 褐配色（10YR5/1)

15 B区
丸E 最大幅17.7cmSK12 

最大厚2.5cm

瓦 最大長7.3rn 褐灰色（!OYRE/1)

16 B区
平瓦 最大幅7.4c祖SK12 

最大厚2.0cm

調戸美濃 口縁膏11径5.4cm 内外面灰白色（10YR1/1)

11 
B区

皿か 器高0.8cmSK12 
底部樫4.0cm

伊万里 口融部径29.4cm 内外面灰白色（10YR8/1)

78 包含層 大皿 器高5.7c皿

底部佳15.Scm

瀬戸美濃 日韓部樺13.6c日 内外面灰白色（10YR1/11 

19 包含層 皿 器高2.7cm

底部径6.4cm

伊万里 ロ縁部在13.4cm 内外面灰白色（lOYRf/1)

80 包古層 鉢 器高4.8cm

底部径4.4c皿

珠訓 口縁部径（22.0cm) 内外面青灰色(lOBC6/1)

81 
B区

措鉢 器高（5.8crnlSK05 
底部怪

平成25年度試掘調査石名瀬A遺跡市道地区遺物観察表

8' 
B匠
SKO.'i 

珠洲

揺鉢

日縁部桂（22.0cm)

器高（5.8cm)

底部径

内外面青灰色（10BG6/1)

焼成・胎土

桂成良

給土密

暁成やや良

胎土密

燐成良

胎土密

焼成良

胎土密

暁成良

胎土やや粗

焼成良

胎士密

焼成良

始土密

焼成良

胎土密

桂成良

胎土密

時成ややノト良

胎土密

焼成長

胎土密

焼成やや不良

胎土密

焼成良

胎土密

焼成良

胎土省

暁成艮

胎土密

焼成良

胎土密

暁成良

胎土密

焼成良

胎士密

焼成艮

胎土密

焼成良

胎土密

焼成良

胎土密

焼成良

胎土密

-76-

器形目成形・文様・調整の特徴

内面時刻による士様。青磁軸10BC6/1施軸。

キ制Z黒口色市て処ふ理d。 高台貼付時ナデ、底部回転糸切り。内面ミガ

外面回転ナデ、カキメ。内面回転ナデ。

内外面回転ナデ、底面回転糸切り。

外ア。面回転ナデ高台貼付時ナデ底部へラ切り。内面回転ナ

内外面回転ナデ。長方形透し孔幅1.6rmあり。

外面回転ナデ外堤貼付時ナデ。沈線2条。内面ロクロナデ。
透し孔8箇所。

切丸断瓦形の可状能は性垂あ直りだ。が凹、画端布部目面痕取。布騒じ目痕あり。凸面ナデ。

形凹函式布は垂目痕直。、
縁はナデ調整。凸面ナデ。切断

凹面布目痕。凸面縄叩き目痕。切断形状は垂直だが、端部面
取。

凹面布日痕、へラケ月J。凸面ナデ後、絡子叩き目。

凹直面布目痕。凸面蝿叩き目痕離れ砂を使用。切断帯状は垂
だが、端部面取」

凹面布目痕。凸面ナデ又はケズリか。切断形状は斜め。

直凹。面内布外目面痕摩。耗凸。面蝿叩き目痕、離れ砂を使用。切断形状は垂

｜形凹面式布は垂目痕直。
円面ナデ。切断

凹面布目痕。凸面蝿叩き目痕、離れ砂を使用。切断形状は斜

め。

｜外面ナデ、 F 同 』吋 内函ナデ。上面透明軸施軸、外

｜由一副透明糊施相。

呉須染寸。高台内部「冨（冨

貴長春）。

外ム口 , 、
底部削り出し高台内

透明細、

5内G外Y1面／1青明磁オ軸リ施プ軸灰。高色台。内面透明袖塩軸。畳付は露胎。

内外面ロクロナデ。タール付着。指頭痕。

内外面ロクロナデ。タール付着。指頭痕。

残存率 備考

1/10以下

1/6以下

1/10以下

1/4以下

1/3以下

1/10以下

1/88下

1/10以下

1/3以下

1/10以 F

1/10以下

1/10以下

1/10以下

1/4以下

1/5以下

1/10以F

完形

1/2以下

1/3以下

1/4以下

1/10以下

1/10以下
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真

越
中
国
府
関
連
遺
跡

（
牧
野
地
区）

1 B区全景（東）

2 A区全景 （西）
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二

遺
構
写
真

越
中
国
府
関
連
遺
跡1. B区SBOl 

（
牧
野
地
区
）

完掘状況（南）

2.C区SBOl 

完掘状況（東）

柱穴・士坑集中地点（西）

3. c区SBOl 



1. B区SBOl 

S K06・07
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真

越
中
国
府
関
連
遺
跡

土層断面（南）

柱穴SK42・43

完掘状況（北）

2.C区SBOl 

（
牧
野
地
区）

3. B区SBOl 
柱穴SKlO 
土層断面（西）
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遺
構
写
真

越
中
国
府
関
連
遺
跡土坑SK42 

完堀状況（北）

C区1 

（
牧
野
地
区
）

1毒SD 101 

完掘状況（南）

B区2. 

溝SD03 

遺物出土状況（南西）

B区3. 



S B02・03C区1. 
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構
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真

越
中
国
府
関
連
遺
跡

完掘状況（東）

S BOl C区2. 

（
牧
野
地
区
）

完堀状況（東）

3. B区 溝SD03・SK22 

完堀状況（南）
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越
中
国
府
関
連
遺
跡S K12 1. B区

（
牧
野
地
区
）

遺物出土状況（東）

土坑SK25～27 

土層断面 （南）

2. c区

基本層序（南）3.B区



遺構検出状況

（南東）

1.溝 1
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越
中
国
府
関
連
遺
跡

完堀状況

（南）

2.溝 1

（
奥
村
地
区
）

南壁土層断面

（北）

3. 1葺1



図
版

O
八

遺
構
写
真

越
中
国
府
関
連
遺
跡
（
柳

・
宮
野
地
区
）

・
西
佐
野
千
代
遺
跡

（
林
地
区
）

1.越中国府関連遺跡

柳地区

第1トレンチ

完掘状況（東）

2. 越中国府関連遺跡

宮野地区

第1トレンチ

完掘状況（東）

3 西佐野千代遺跡

林地区

第1トレンチ

東壁土層断面（西）



1.第1トレンチ

完掘状況（北）
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百
橋
宮
田
遺
跡

（
東
地
区
）

2.第1トレンチ

井戸SEOl 

上層半裁状況（東）

3.第1トレンチ

井戸SEOl 

下層井戸枠検出状況（南東）
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越
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国
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関
連
遺
跡

1.越中国府関連遺跡

松原地区

第 1トレンチ

完掘状況（北） （
松
原
・
寺
林
地
区
）
・
石
塚
遺
跡

（
戸
出
高
岡
線
地
区
）

2.越中国府関連遺跡

寺林地区

第 1トレンチ

完掘状況（南）

3.石塚遺跡

戸出高岡線地区

完掘状況（南西）

第 1トレンチ



1.上二上遺跡

統合保育園地区

第 1トレンチ

全景（北）

2.上二上遺跡

統合保育園地区

第3トレンチ

全景 （南）
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上
二
上
遺
跡

（統
合
保
育
園
地
区
）
・
守
護
町
遺
跡

（シ

l
ケ
l
金
属
地
区）

3. 守護町遺跡

シーケー金属地区

第1トレンチ

完掘状況（西）
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7可ご

中
木
津
遺
跡

山
本
地
区
）
・
井
口

中木津遺跡

山本地区

第 1トレンチ

完掘状況（西）

1. 

本
J工
遺
跡

（
松
井
地
区
）
・
瑞
龍
寺
遺
跡

2 井口本江遺跡

松井地区

第1トレンチ

完掘状況（北） （
車
地
区

瑞龍寺遺跡

第1トレンチ

完掘状況（東）

車地区

3 



1. 出来国南遺跡

第1トレンチ

完掘状況（南）

サカエ 1地区

2 出来田南遺跡

第 1トレンチ

完掘状況（東）

サカエ 2地区
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（サ
カ
エ

1
・
2
地
区）

・
下
佐
野
遺
跡
（
酢
谷
地
区
）

出
来
田
南
遺
跡

3 下佐野遺跡

酢谷地区

完堀状況（北西）
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戸
出
後
生
寺
遺
跡

（戸
出
福
祉
会
）

・
笹
八
口
遺
跡

（中
島
地
区
）

1.戸出後生寺遺跡

戸出福祉会地区

第2トレンチ

完掘状況（東）

2.戸出後生寺遺跡

戸出福祉会地区

第3トレンチ

完掘状況 （西）

3 笹八口遺跡

中島地区

完掘状況 （南）



1. 下老子笹川遺跡

中野地区

第2トレンチ

完掘状況（北）
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下
老
子
笹
川
遺
跡

（
中
野
地
区
）
・
越
中
国
府
関
連
遺
跡

（
山
本
地
区
）
・
中
曽
根
遺
跡

2.越中国府関連遺跡

山本地区

第 1トレンチ

完掘状況（西）

3. 中曽根遺跡

第 1トレンチ

完掘状況（北）

道野地区

（
道
野
地
区
）
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井
口
木
江
遺
跡

（
市
道
東
側
地
区
）
・
中
曽
根
西
遺
跡

（
清
水
・
刻
地
区
）

1.井口；本江遺跡

市道東側地区

第1トレンチ

完掘状況 （東）

2. 中曽根西遺跡

清水地区

完堀状況 （東）

3. 中曽根西遺跡

刻l地区

完堀状況 （西）



1.下老子笹川遺跡

篠島地区

第 1トレンチ

完掘状況（西）
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下
佐
野
遺
跡

（
篠
島
地
区
）
・
戸
出
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明
寺
遺
跡

（
脇
田
地
区
）
・

越
中
国
府
関
連
遺
跡
（
大
菅
地
区
）

2.戸出光明寺遺跡

脇田地区

第1トレンチ

完掘状況（南）

3.越中国府関連遺跡

大菅地区

第 1トレンチ

完掘状況（北）
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国
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遺
跡

1 越中国府関連遺跡

折田地区

第1トレンチ

完掘状況 （北東） （
折
田
地
区
）

・
中
曽
根
西
遺
跡

（
倉
谷
地
区
）

2. 中曽根西遺跡

倉谷地区

第 1トレンチ

完掘状況 （南）

3 中曽根西遺跡

倉谷地区

第3トレンチ

完掘状況 （北）



1.守山城跡

消防無線地区

第2トレンチ

完堀状況（南東）

2.石名瀬A遺跡

市道地区

第1トレンチ

完堀状況（東）
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守
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城
跡
（
消
防
無
線
地
区
）
・

石
名
瀬
A
遺
跡
（
市
道
地
区
）

3.石名瀬A遺跡

市道地区

第 1トレンチ

須恵器出土状況（北）
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（
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）
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（
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回
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区
）
・
越
中
国
府
関
連
遺
跡
」

（
山
崎
2
地
区
）

1. 中保B遺跡

坂森地区

第 1トレンチ

完掘状況（西）

2. 下老子笹川遺跡

高田地区

第 1トレンチ

完掘状況（南）

3 越中国府関連遺跡

山崎2地区

第 2トレンチ

完掘状況（北）



1.越中国府関連遺跡

秦地区

第 1トレンチ

完掘状況（南）

2. 山園町遺跡

柿谷地区

第 1トレンチ

遺構断ち割り状況（東）

3.越中国府関連遺跡

ホームサポート

オダケ地区

第 1トレンチ

完掘状況（南）
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関
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跡
（
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地
区
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・
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）
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井
口
本
江
遺
跡

再
開
発
地
区
4

2号トレンチ1. 

全景（東）

4号トレンチ2. 

全景（東）

5号トレンチ

全景（西）

3. 



1. 中木津遺跡

市道南側地区

第6トレンチ

完掘状況（南）

2.東木津遺跡

市道地区

第2トレンチ

完掘状況（北）
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中
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跡

（
市
道
南
側
地
区）

・
東
木
津
遺
跡

（
市
道
地
区
）

3.東木津遺跡

市道地区

第5トレンチ

完掘状況（南）
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津
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（
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不
動
産
地
区
）
・
江
尻
C
遺
跡

（高
野
地
区）

・
上
野
B
遺
跡

1 北木津遺跡

金山不動産地区

第 1トレンチ

完掘状況（南西）

2.江尻C遺跡

高野地区

完掘状況 （北東）

（
向
井
地
区）

3.上野B遺跡

向井地区

第 1トレンチ

完掘状況 （西）



1. 蓮花寺遺跡

松下地区

完掘状況（西）

2.石堤長光寺遺跡

織田地区

第1トレンチ

完掘状況（南）

3.鷲北新遺跡

あかね会2地区

第2トレンチ

完掘状況（東）
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（
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他

34 

20 8 

42 

44 

古代須恵器 ・土師器 ・陶硯 ・緑紬陶器 ・灰紬陶器 ・墨書土器、中世土師器

7 
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69 75 瓦

69 75 

凹面1.古代丸瓦・平瓦

凸面2.古代丸瓦・平瓦
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中
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瓦

74 

． 
1 古代丸瓦 ・平瓦凹面

76 72 
71 

70 74 

2. 古代丸瓦・平瓦凸面
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67 
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土
器
類
他

1. 古代須恵器・硯、灰紬陶器、緑柚陶器、青磁

1 
38 

- 107-

2.転用硯（墨 ・朱墨）
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芸1.古代須恵器

63 

-108 

杯 ・牽他2.古代須恵器



図
版
三
一

遺
物
写
真

越
中
国
府
関
連
遺
跡
牧
野
地
区

土
器
類

1 古代土師器他

51 

古代・中世土師器2 



図
版
三
二

遺
物
写
真39 

62 30 

越
中
国
府
関
連
遺
跡
牧
野
地
区

土
器
類

・
陶
磁
器
等

1 古墳須恵器、黒色土器、古代土師器、土製品

77 

nu 

2.近世陶磁器他



． 
図
版

出土遺物1. 出来田南遺跡サカエ金欄1・2地区

遺
物
写
真

出
来
田
南
遺
跡
（
サ
カ
エ

1
・2
地
区）

・
戸
出
後
生
寺
遺
跡
（
戸
出
福
祉
会
地
区
）

出土遺物2.戸出後生寺遺跡戸出福祉会地区



図
版
三
四

遺
物
写
真

石
名
瀬
A
遺
跡
（
市
道
地
区
）

・
越
中
国
府
関
連
遺
跡
（
奥
村
地
区
）

出土遺物1. 石名瀬A遺跡市道地区

． 
~ 
, ［~＇ 1 

． 
－・， 

出土遺物2.越中国府関連遺跡奥村地区



報告書抄録

ふりがな しないいせきちょうさがいほうにじゅうよん

書 名 市内遺跡調査概報24

高リ 書 名 平成24年度越中国府関連遺跡の調査報告、平成25年度百橋宮田遺跡の調査等

巻 次

シリーズ名 高岡市埋蔵文化財調査概報

シリーズ番号 第75冊

編集機関 高岡市教育委員会

発掘担当者 田上和彦江口雅子杉山大晋

報告書編集者 杉山大晋

所 在 地 〒933-8601 富山県高岡市広小路7番50号 IBL 0766-20-1463 

発行年月日 西暦 20日年3月24日

ふ り カ三 な :::I 一 ド 北緯 東経
所 在 地 調査期間 調査面積 調査原因

所 収 遺 跡 名 市町村 l遺跡番号
。，，， 。， w

富とや山まけ県んた高かお岡か市し 36° 137° 120725 
個人専用越えっち中ゅ国うこ府くふか関ん連れん遺いせ跡き

伏ふ木しき古こ府ふ
016202 202013 47' 03' 201 rrf 

住宅建設
29グ 16" 120907 

その他の遺跡 120409 
個人専用富とや山まけ県ん高たか岡おか市し

016202 
住宅建設等各調査地区

130324 

所 収 遺 跡 名 種別 主な時代 主 な 遺 十薄 主 な 遺 物 特 記 事 項

掘立柱建物士止 4棟 古墳須恵器 奈良～平安時代の

越中国府関連遺跡 官街

高岡市埋蔵文化財調査概報第75冊

市内遺跡調査概報24

2015年3月24日

古代

中世

土 坑

柱 穴

溝状遺構

20基
古代須恵器・土師器

大型掘立柱建物
緑紬陶器、灰紬陶器

高級陶器・陶硯等105基
古代瓦、中世土師器

2条 青磁、白磁
官街系遺物の出土

編集・発行高岡市教育委員会

干933 8601 富山県高岡市広小路7番50号
TEL 0766 -20 -1463 

印刷所キクラ印刷株式会社
〒933-0322 富山県高岡市樋詰48-2 
TEL 0766 -31 -2794 






